
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科

１
学
期

「生きもの」として生きる(中村　桂子)

【知識及び技能】
・本文中の常用漢字や語句・語彙を正しく
理解する。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて、その構造や特色などを理解する。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱
い方について理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手
の理解が得られるよう、文章の構成や展
開、表現の仕方を工夫する。
・筆者の提案する人間の生き方について、
文章構成をもとに把握し、自分に照らして
考えを深める。

【学びに向かう力、人間性等】
・個別の情報をどのように一般化している
かを進んで捉え、説明する。
・筆者の提言に対する考えを積極的に考
え、表現の仕方を工夫して書く。

・筆者の提案する人間の生き方につい
て、文章構成をもとに把握し、自分に照
らして考えを深める。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・ものの見方や捉え方について述べた文
章を読み、自分の意見や考えを論述す
る。
・語彙を豊かにし、正しく活用する。
・例示などの修辞を理解する。
・主張と論拠、個別と一般化、推論な
ど、情報と情報との関係を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

・教材…「生きもの」として生きる(中村
桂子)
・一人１台端末の活用

○ ○

【知識及び技能】
・本文中に用いられる主な常用漢字や語句・語彙、ま
た文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、そ
の構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得
られるよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫し
ている。
・筆者の提案する人間の生き方について、文章構成を
もとに把握し、自分に照らして考えを深めている。

【学びに向かう力、人間性等】
・個別の情報をどのように一般化しているかを進んで
捉え、学習課題に沿って説明しようとしている。
・筆者の提言に対する考えを積極的に考え、表現の仕
方を工夫して書こうとしている。

○ ○

思 態
配当
時数

「本当の自分」幻想（平野啓一郎）

【知識及び技能】
・本文中の常用漢字や語句・語彙を正しく
理解する。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて、その構造や特色などを理解する。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱
い方について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手
の理解が得られるよう、文章の構成や展
開、表現の仕方を工夫する。
・自己と他者に関する筆者の主張に説得力
を持たせるための論の展開について考え
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・反論を示すことによって自分の主張の正
しさを補強する推論の仕方を理解し、論理
の展開を把握する。
・本文中の筆者の主張に基づいて自分の考
えを構築し、表現の仕方を工夫して書く。

・主題に至る論の構造を把握し、主張に
説得力を持たせるための論の展開につい
て考える。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えが的確に伝わるように、根
拠の示し方を工夫する。
・自己と他者について述べた文章を読
み、自分の意見や考えを論述する。
・語彙を豊かにし、正しく活用する。
・主張と論拠、推論など、情報と情報と
の関係を理解する。

・教材：「本当の自分」幻想（平野啓一
郎）
・一人１台端末の活用

〇 〇

【知識及び技能】
・本文中に用いられる主な常用漢字や語句・語彙、ま
た文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、そ
の構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得
られるよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫し
ている。
・自己と他者に関する筆者の主張に説得力を持たせる
ための論の展開について考えている。

【学びに向かう力、人間性等】
・反論を示すことによって自分の主張の正しさを補強
する推論の仕方を理解し、論理の展開を把握しようと
している。
・積極的に本文中に根拠を求め、筆者の主張に対する
自分の考えを、表現の仕方を工夫して書こうとしてい
る。

○ ○ ○ 6

評価規準 知

○ 6

定期考査 【知識及び技能】
・主な常用漢字を正しく読み書きし、読解に必要な語
彙を身に付けている。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方を理解してい
る。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。
・本文が示している内容を、筆者の主張を取り違えな
いように留意しながら、自らの言葉で表現している。

実社会に必要な語彙の知識や、文章を読解する
ための技能を身に付ける。

論理的に思考して自らの意見を構築し、他者と
関わりあうことで伝え合う力を高め、自分の思
いや考えをさらに広げたり深めたりする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言
葉を通して他者や社会に関わろうとしたり、自
分の意見をより伝わりやすいものに磨き上げて
いく態度を養う。

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

第一学習社　『高等学校　精選　現代の国語』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】的確な読解に必要な語彙力を身につけ、文章を的確に読むために活用する。

読解した内容に基づき、自らの考えを論理的に構築し、的確に言語で表現する。

自分の考えをより的確に伝わるものにするために、構成や展開、表現方法を工夫し続ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

○ ○ 1



１
学
期

２
学
期

6

定期考査 【知識及び技能】
・主な常用漢字を正しく読み書きし、読解に必要な語
彙を身に付けている。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方を理解してい
る。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。
・本文が示している内容を、筆者の主張を取り違えな

○ ○ 1

ものとことば（鈴木孝夫）

【知識及び技能】
・本文中に登場する主な常用漢字や語句・
語彙、また文章の効果的な組立て方や接続
の仕方について、その構造や特色などを理
解する。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された
情報、推論の仕方など、情報の扱い方につ
いて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分
の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解
が得られるよう、文章の構成や展開、表現
の仕方を工夫する。
・具体（例示）と抽象（意見）の関係を整
理して論理構成を把握し、筆者が主張する
言語の性質を理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
・具体例を示しながら展開する評論を粘り
強く読み、学習課題に沿って整理する。
・言葉が認識や思考を支えることについ
て、他のテキストと進んで読み合わせ、説
明の仕方を工夫して、理解したことを報告
する。

・具体（例示）と抽象（意見）の関係を
整理して論理構成を把握し、筆者が主張
する言語の性質を理解する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう
に、説明の仕方を工夫する。
・言語について述べた文章を読み、自分
の意見や考えを論述する。
・調べたことを整理して、説明資料にま
とめる。
・言葉には、認識や思考を支えるはたら
きがあることを理解する。
・語彙数を増やし、的確に活用し表現す
るために活用する。
・文章の効果的な接続の仕方を理解す
る。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報
と情報との関係を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

・教材…ものとことば
・一人１台端末の活用　等

○ 〇

【知識及び技能】
・本文中に用いられる主な常用漢字や語句・語彙、ま
た文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、そ
の構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情報、推論
の仕方など、情報の扱い方について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得
られるよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫し
ている。
・具体（例示）と抽象（意見）の関係を整理して論理
構成を把握し、筆者が主張する言語の性質を理解して
いる。

【学びに向かう力、人間性等】
・具体例を示しながら展開する評論を粘り強く読み、
学習課題に沿って整理しようとしている。
・言葉が認識や思考を支えることについて、他のテキ
ストと進んで読み合わせ、説明の仕方を工夫して、理
解したことを報告しようとしている。

○ ○ ○

6

水の東西（山崎正和）

【知識及び技能】
・本文中に登場する主な常用漢字や語句・
語彙、また文章の効果的な組立て方や接続
の仕方について、その構造や特色などを理
解する。
・主張と論拠、個別の具体的な情報と一般
化された抽象的な情報、推論の仕方など、
情報の扱い方について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手
の理解が得られるよう、文章の構成や展
開、表現の仕方を工夫する。
・東西の対比関係を用いながら、日本の文
化に見られる特徴について論じる叙述の方
法を把握する。

【学びに向かう力、人間性等】
・情報と情報を対比させながら展開する評
論を粘り強く読み、学習課題に沿って論理
の展開を分析しようとする。
・水を用いた芸術や仕掛けについて積極的
に題材を探し、表現の仕方を工夫して説明
しようとする。

・日本の文化について、東西の対比関係
を用いながら論じる叙述の方法を把握す
る。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう
に、根拠の示し方や説明の仕方を工夫す
る。
・東西の文化を比較して述べた文章を読
み、自分の意見や考えを論述する。
・調べたことを整理して、説明資料にま
とめる。
・語彙数を増やし、的確に活用し表現す
るために活用する。
・文章の効果的な接続の仕方を理解す
る。
・主張と論拠、個別と一般化、推論な
ど、情報と情報との関係を理解する。

・教材…水の東西（山崎正和）
・一人１台端末の活用　等

○ ○

【知識及び技能】
・本文中に用いられる主な常用漢字や語句・語彙、ま
た文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、そ
の構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得
られるよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫し
ている。
・東西の対比関係を用いながら、日本の文化に見られ
る特徴について論じる叙述の方法を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】
・情報と情報を対比させながら展開する評論を粘り強
く読み、論理の展開を分析しようとしている。
・水を用いた芸術や仕掛けについて積極的に題材を探
し、表現の仕方を工夫して説明しようとしている。

○ ○ ○

6

無彩の色（港千尋）

【知識及び技能】
・本文中の常用漢字や語句・語彙を正しく
理解する。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて、その構造や特色などを理解する。
・主張と論拠、個別の具体的な情報と一般
化された抽象的な情報、推論の仕方など、
情報の扱い方について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手
の理解が得られるよう、文章の構成や展
開、表現の仕方を工夫する。
・ネズミ色のイメージをマイナスからプラ
スに転じる論展開を、筆者が論拠としてあ
げる事例を基に把握する。

【学びに向かう力、人間性等】
・例示された個別の情報を具体的に検証
し、筆者の考えとの関係を説明しようとす
る。
・本文で例示された「茶の湯」と「千利
休」について調べたことを進んで報告し、
ディスカッションを通じて自分の考えを深
めようとする。

・ネズミ色のイメージをマイナスからプ
ラスに転じる論展開と、筆者が論拠とし
てあげる事例を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう
に、根拠の示し方や説明の仕方を工夫す
る。
・日本文化について述べた文章を読み、
自分の意見や考えを論述する。
・調べたことを整理して、説明資料にま
とめる。
・まとめた内容を他者に適切に説明す
る。
・語彙数を増やし、的確に活用し表現す
るために活用する。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報
と情報との関係を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

・教材…無彩の色（港千尋）
・一人１台端末の活用

〇 〇

【知識及び技能】
・本文で用いられる主な常用漢字や語句・語彙、また
文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、その
構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情報、推論
の仕方など、情報の扱い方について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得
られるよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫し
ている。
・ネズミ色のイメージをマイナスからプラスに転じる
論展開と、筆者が論拠としてあげる事例を把握してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・例示された個別の情報を具体的に検証し、筆者の考
えとの関係を説明しようとしている。
・本文で例示された「茶の湯」と「千利休」について
調べたことを進んで報告し、自分の考えを深めようと
している。

〇 〇 〇



２
学
期

○

現代の「世論操作」（林香里）

【知識及び技能】
・本文中の常用漢字や語句・語彙を正しく
理解する。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された
情報、推論の仕方など、情報の扱い方につ
いて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分
の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解
が得られるよう、文章の構成や展開、表現
の仕方を工夫している。
・情報操作の具体例を通して筆者が提起す
る課題を理解し、メディア社会に生きる者
として問題意識を持っている。

【学びに向かう力、人間性等】
・個別の情報をどのように一般化している
かを進んで捉え、学習課題に沿って説明し
ようとしている。
・現代社会の課題を把握し、根拠の示し方
や説明の仕方を考えて書こうとしている。

・情報操作の具体例を通して筆者が提起
する課題を理解し、メディア社会に生き
る者として問題意識を持つ。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えが的確に伝わるように、根
拠の示し方を工夫する。
・情報やメディアの現状について述べた
文章を読み、自分の意見や考えを論述す
る。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報
と情報との関係を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

・教材…現代の「世論操作」（林香里）
・一人１台端末の活用

○ ○

【知識及び技能】
・本文中に用いられる主な常用漢字や語句・語彙、ま
た文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、そ
の構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情報、推論
の仕方など、情報の扱い方について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考えや事
柄を的確に伝え、読み手の理解が得られるよう、文章
の構成や展開、表現の仕方を工夫している。
・情報操作の具体例を通して筆者が提起する課題を理
解し、メディア社会に生きる者として問題意識を持っ
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
・個別の情報をどのように一般化しているかを進んで
捉え、学習課題に沿って説明しようとしている。
・現代社会の課題を把握し、根拠の示し方や説明の仕
方を考えて書こうとしている。

○ ○

【知識及び技能】
・本文中に用いられる主な常用漢字や語句・語彙、ま
た文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、そ
の構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得
られるよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫し
ている。
・筆者が主張する科学と技術の違いを対比的に整理
し、現状における科学と技術の関係を理解している。

【学びに向かう力、人間性等】
・接続の仕方に注目して文章の構成をつかみ、学習課
題に沿って説明しようとしている。
・文章から主張と論拠を読み取り、表現の仕方を工夫
して自分の考えをまとめようとしている。

○ 6

フェアな競争（内田樹）

【知識及び技能】
・本文中の常用漢字や語句・語彙を正しく
理解する。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて、その構造や特色などを理解する。
・主張と論拠、個別の具体的な情報と一般
化された抽象的な情報、推論の仕方など、
情報の扱い方について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手
の理解が得られるよう、文章の構成や展
開、表現の仕方を工夫する。
・筆者が自説を述べるための論の進め方を
捉え、「社会的共通資本」と「フェアな競
争」との関係を押さえる。

【学びに向かう力、人間性等】
・書き手の意図を適切に解釈し、それに対
する自分の考えを言語で表現する。
・本文で示された哲学者の事績について調
べ、内容と関連付けながらまとめる。

・筆者が自説を述べるための論の進め方
を捉え、「社会的共通資本」と「フェア
な競争」との関係を押さえる。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう
に、根拠の示し方や説明の仕方を工夫す
る。
・現代の社会や政治について述べた文章
を読み、自分の意見や考えを論述する。
・調べたことを整理して、説明資料にま
とめる。
・語彙数を増やし、的確に活用し表現す
るために活用する。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報
と情報との関係を理解する。

・教材…フェアな競争（内田樹）
・一人１台端末の活用

〇 〇

「文化」としての科学（池内了）

【知識及び技能】
・本文中の常用漢字や語句・語彙を正しく
理解する。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて、その構造や特色などを理解する。
・主張と論拠、個別の具体的な情報と一般
化された抽象的な情報、推論の仕方など、
情報の扱い方について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手
の理解が得られるよう、文章の構成や展
開、表現の仕方を工夫する。
・筆者が主張する科学と技術の違いを対比
的に整理し、現状における科学と技術の関
係を理解する。

【学びに向かう力、人間性等】
・接続の仕方に注目して文章の構成をつか
み、学習課題に沿って説明する。
・文章から主張と論拠を読み取り、表現の
仕方を工夫して自分の考えをまとめる

・筆者が主張する科学と技術の違いを対
比的に整理し、現状における科学と技術
の関係を理解する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう
に、根拠の示し方や説明の仕方を工夫す
る。
・科学や技術について述べた文章を読
み、自分の意見や考えを論述する方法を
学ぶ。
・語彙数を増やし、的確に活用し表現す
る。
・文章の効果的な接続の仕方を理解す
る。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報
と情報との関係を理解する。

・教材…「文化」としての科学（池内
了）
・一人１台端末の活用

〇 〇 ○ ○

6

定期考査 【知識及び技能】
・主な常用漢字を正しく読み書きし、読解に必要な語
彙を身に付けている。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方を理解してい
る。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。
・本文が示している内容を、筆者の主張を取り違えな
いように留意しながら、自らの言葉で表現している。

○ ○ 1

【知識及び技能】
・本文中に用いられる主な常用漢字や語句・語彙、ま
た文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、そ
の構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情報、推論
の仕方など、情報の扱い方について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考えや事
柄を的確に伝え、読み手の理解が得られるよう、文章
の構成や展開、表現の仕方を工夫している。
・筆者が自説を述べるための論の進め方を捉え、「社
会的共通資本」と「フェアな競争」との関係を押さえ
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
・書き手の意図を積極的に解釈し、それに対する自分
の考えを書いて伝えようとしている。
・本文で示された哲学者の事績について粘り強く調
べ、内容との関わりがわかるようにまとめようとして
いる。

〇 〇 〇 6



２
学
期

３
学
期

8

ロビンソン的人間と自然（村岡晋一）

【知識及び技能】
・本文中の常用漢字や語句・語彙を正しく
理解する。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された
情報、推論の仕方など、情報の扱い方につ
いて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分
の考えや事柄を的確に伝え、読み手の理解
が得られるよう、文章の構成や展開、表現
の仕方を工夫する。
・「ロビンソン・クルーソー」を例として
取り上げた筆者の意図を理解したうえで、
主張を把握する。

【学びに向かう力、人間性等】
・内容や構成を叙述を基に捉え、学習課題
に従って要旨をまとめる。
・既習の評論と粘り強く読み比べ、共通点
を説明する。

・指導事項
・「ロビンソン・クルーソー」を例とし
て取り上げた筆者の意図を理解したうえ
で、主張を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう
に、根拠の示し方や説明の仕方を工夫す
る。
・自然に対する人間の態度について述べ
た文章を読み、自分の意見や考えを論述
する。
・語彙数を増やし、的確に活用し表現す
るために活用する。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報
と情報との関係を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

・教材…ロビンソン的人間と自然（村岡
晋一）
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

【知識及び技能】
・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語彙、また
文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、その
構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情報、推論
の仕方など、情報の扱い方について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考えや事
柄を的確に伝え、読み手の理解が得られるよう、文章
の構成や展開、表現の仕方を工夫している。
・「ロビンソン・クルーソー」を例として取り上げた
筆者の意図を理解したうえで、主張を把握している。

【学びに向かう力、人間性等】
・内容や構成を叙述を基に捉え、学習課題に従って要
旨をまとめようとしている。
・既習の評論と粘り強く読み比べ、共通点を説明しよ
うとしている。

〇 〇 〇

定期考査

定期考査 【知識及び技能】
・主な常用漢字を正しく読み書きし、読解に必要な語
彙を身に付けている。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方を理解してい
る。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。
・本文が示している内容を、筆者の主張を取り違えな
いように留意しながら、自らの言葉で表現している。

○ ○

不均等な時間（内山節）

【知識及び技能】
・本文中の常用漢字や語句・語彙を正しく
理解する。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて、その構造や特色などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分の考えや事柄を的確に伝え、読み手
の理解が得られるよう、文章の構成や展
開、表現の仕方を工夫する。
・具体的事例から一般論への展開と、対比
の構造とを手がかりとして、近代化と時間
の合理性との関係を理解する。

【学びに向かう力、人間性など】
・対比による推論を叙述を基に理解し、学
習課題に従って要旨をまとめようとする。
・既習の評論と粘り強く読み比べ、積極的
に持続可能な社会に関する意見文を書こう
とする。

・指導事項
・具体的事例から一般論への展開と、対
比の構造とを手がかりとして、近代化と
時間の合理性との関係を理解する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係
づけながら、内容を解釈する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう
に、根拠の示し方や説明の仕方を工夫す
る。
・近代における時間について述べた文章
を読み、自分の意見や考えを論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報
と情報との関係を理解する。
・読書の意義と効用を理解する。

・教材 不均等な時間（内山節）
・一人１台端末の活用

〇 〇 9

合計

70

1

1

【知識及び技能】
・主な常用漢字を正しく読み書きし、読解に必要な語
彙を身に付けている。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方を理解してい
る。
・主張と論拠、推論の仕方など、情報の扱い方につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。
・本文が示している内容を、筆者の主張を取り違えな
いように留意しながら、自らの言葉で表現している。

○ ○

〇

【知識及び技能】
・本文中に用いられる主な常用漢字や語句・語彙、ま
た文章の効果的な組立て方や接続の仕方について、そ
の構造や特色などを理解している。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情報、推論
の仕方など、情報の扱い方について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考えや事
柄を的確に伝え、読み手の理解が得られるよう、文章
の構成や展開、表現の仕方を工夫している。
・具体的事例から一般論への展開と、対比の構造とを
手がかりとして、近代化と時間の合理性との関係を理
解している。

【学びに向かう力、人間性など】
・対比による推論を叙述を基に理解し、学習課題に
従って要旨をまとめようとしている。
・既習の評論と粘り強く読み比べ、積極的に持続可能
な社会に関する意見文を書こうとしている。

〇 〇



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科

4○

知 態

１
学
期

○

【知識及び技能】
・本文における、古文読解に必要な語句・語彙を理解
し、語彙力をつけている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや古典特有の
表現について理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章に慣れるとともに、ストーリー展開を具
体的に想起しながら理解している。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や展開を的
確に捉え、作品が持つ文化的背景を踏まえながら、内
容を解釈している。

【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話を読み、感じたことを互いに表現しあお
うとしている。

・我が国の言語文化についての理解を深
めるために、古典の世界に親しむことの
意義を知る。
・歴史的仮名遣いをはじめとする、現代
語と古語の違いを把握する。
・各品詞の特徴を理解し、「活用」の概
念を把握する。

・教材‥古文の学習
・一人１台端末の活用

古文の学習・古文を読むために１・２

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支
える働きがあることを理解する。
・我が国の言語文化の特質について理解す
る。
・歴史的仮名遣いを知り、現代語との違い
を理解する。
・十品詞と活用について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・歴史的仮名遣いを正しく読み書きでき
る。
・各品詞の特徴を説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、我が
国の言語文化に興味・関心を深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きが
あることを理解している。
・現代語と古語の違いを理解している。
・各品詞の特徴を理解し、「活用」の概念を把握して
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
・我が国の言語文化についての理解を深めるために、
古典の世界に親しむことの意義を理解している。
・歴史的仮名遣いの留意事項に基づき、古語を正しく
音読している。

【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、我が国の言語文
化に興味・関心を深めている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

6

古文の学習・古文を読むために３

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支
える働きがあることを理解する。
・我が国の言語文化の特質について理解す
る。
・用言の活用の種類と活用形を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・各品詞の特徴を説明できる。
・用言の活用の種類と活用形を、法則に基
づいて見分けられる。

【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、我が
国の言語文化に興味・関心を深める。

・現代語との差異を捉えながら、我が国
の言語文化の特質について理解する。
・用言の活用の種類と活用形を理解す
る。

・教材‥古文を読むために３
・一人１台端末の活用

○

【知識及び技能】
・現代語と古語の違いを捉えながら、古文における用
言の活用を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・文法の法則に基づいて、用言の活用の種類や活用形
を正しく指摘できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、我が国の言語文
化に興味・関心を深めている。

○

児のそら寝

【知識及び技能】
・本文における、古文読解に必要な語句・
語彙を理解し、語彙力をつける。
・古典を読むために必要な文語のきまりや
古典特有の表現について理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・古典の文章に慣れ、ストーリー展開を具
体的に想起しながら読む。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉え、作品が持つ文化的背
景を踏まえながら、内容を解釈する。

【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に説話を読み、互いに考えたこと
や感じたことを述べあう。

・古典の文章に慣れるとともに、ストー
リー展開や人間描写を読み取る。
・説話という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
・語彙力をつける。
・主として歴史的仮名遣いや古今異義語
について、文語のきまりを理解する。

・教材‥児のそら寝
・一人１台端末の活用

○ ○ 9○

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

○

評価規準

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

第一学習社　『高等学校　精選　言語文化』

国語

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】的確な読解に必要な語彙力を身につけ、文章を的確に読むために活用する。

国語 言語文化 3

領域

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

読解した内容に基づき、自らの考えを論理的に構築し、的確に言語で表現する。

自分の考えをより的確に伝わるものにするために、構成や展開、表現方法を工夫し続ける。

言語文化国語



・現代語との差異を捉えながら、我が国
の言語文化の特質について理解する。
・基本的な助動詞の文法的意味と活用形
を理解する。

・教材‥古文を読むために4
　　　　新精選　古典文法
・一人１台端末の活用

・話の中で和歌が果たしている役割を押
さえ、歌物語の特徴と読み解き方を理解
する。
・歌物語では感動の中心が歌にあること
を理解し、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
・各章段について、他作品の同類話と読
み比べ、解釈を深める。
・語彙力をつけ、文法事項を正しく理解
する。
・作品の文学史的事項や、歴史的・文化
的背景を理解する。

・教材…伊勢物語
〔歴史の窓〕
・一人１台端末の活用

○

伊勢物語

【知識及び技能】
・本文における、古文読解に必要な語句・
語彙を理解し、語彙力をつける。
・古典を読むために必要な文語のきまりや
古典特有の表現について理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・作品中で和歌が果たしている役割を押さ
え、歌物語の特徴と読み解き方を理解す
る。
・歌物語という文章の特徴を踏まえて、内
容や展開を的確に捉え、作品に表れている
ものの見方や考え方を捉え、内容を解釈す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に
沿って作中の和歌の果たす意味を捉える。

【知識及び技能】
・本文における主な常用漢字や語句・語彙、その文化
的背景を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・各場面の描写から下人の心情の変化を読み取る。
・老婆の語る論理が下人の決断にどのような影響を与
えたか読み取る。
・作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏ま
え、内容の解釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・各場面の情景描写や下人に関する叙述と、下人の心
情の変化を関連付けて理解しようとしている。
・登場人物の行動や心理を粘り強く読み解き、内容や
展開を捉えようとしている。
・老婆の語る論理に関する叙述と、下人の最終的な行
動を関連付け、下人がそのように判断した理由を自ら
の言葉で説明しようとしている。

○ ○ ○

２
学
期

１
学
期

古文の学習・古文を読むために４

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支
える働きがあることを理解する。
・我が国の言語文化の特質について理解す
る。
・基本的な助動詞の文法的意味と活用形を
理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・各品詞の特徴を説明できる。
・用言の活用の種類と活用形を、法則に基
づいて見分けられる。

【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、我が
国の言語文化に興味・関心を深める。

○

〇

【知識及び技能】
・古文の読解に必要な語彙やその文化的背景に関する
知識を身に付けている。
・古文を正しく読むために、必要な語彙や文法に関す
る知識を活用することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割を押さえ、歌物語
の特徴と読み解き方を理解している。
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容や展開を
的確に捉え、作品に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈している。

【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って和歌の
果たす意味を捉えようとしている。

○

定期考査

羅生門（芥川龍之介）

【知識及び技能】
・本文における主な常用漢字や語句・語
彙、その文化的背景を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・下人の行動や心理をもとに場面の展開を
捉え、老婆の語る論理が下人の決断に与え
た影響を読み取る。
・作品の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、内容の解釈を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の行動や心理を読み解き、内容
や展開を捉えようとする。
・老婆の語る論理を本文の叙述を基に読み
解き、それを下人がどのように解釈・判断
したか、自らの言葉で説明しようとする。

・各場面の描写や下人に関する叙述か
ら、下人の心理の変化や展開を捉える。
・老婆の語る論理が下人の決断にどのよ
うな影響を与えたかを読み取る。

・教材…羅生門（芥川龍之介）
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・主な常用漢字を正しく読み書きし、読解に必要な語
彙やその文化的背景に関する知識を身に付けている。
・言葉が担う文化の継承という側面を意識しながら、
古語を読むうえでの必要となる、歴史的仮名遣い、活
用、品詞に関する知識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・各場面の情景描写や登場人物に関する叙述を読み取
りながら、登場人物の心情の変化を読み取っている。
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。
・古語に関する基本知識を踏まえ、今後の学習に見通
しを持っている。

1

1

定期考査

○

○

○

【知識及び技能】
・現代語と古語の違いを捉えながら、古文における用
言の活用を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・文法の法則に基づいて、助動詞の文法的意味や活用
形を正しく指摘できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、我が国の言語文
化に興味・関心を深めている。 ○ ○

12

○

○ ○

【知識及び技能】
・古文の読解に必要な語彙やその文化的背景に関する
知識を身に付けている。
・古文を正しく読むために、必要な語彙や文法に関す
る知識を活用することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・各場面の情景描写や登場人物に関する叙述を読み取
り人物造形を読み取ることができる。
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。

6

8



臥薪嘗胆（十八史略）

【知識及び技能】
・漢文訓読に必要な語彙力をつける。
・漢文の世界に親しみ、正しく読むために
必要な訓読のきまり、漢文特有の表現など
について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・やや長めの史伝を読んで登場人物を押さ
え、主要な人物の考えや主張を読み取る。

【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の言動を粘り強く読み取り、そ
こに表れたものの見方、感じ方、考え方を
捉える。

・やや長めの史伝を読んで登場人物を押
さえ、主要な人物の考えや主張を読み取
る。
・史伝という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
・訓読のきまりを理解する。
・漢文の言葉と現代の言葉とのつながり
について理解する。

・教材　臥薪嘗胆（十八史略）
・一人１台端末の活用

○

【知識及び技能】
・漢文訓読に必要な語彙力をつけている。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文
化との関係について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・やや長めの史伝を読んで登場人物を押さえ、主要な
人物の考えや主張を読み取っている。

【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の言動を読み取り、そこに表れたものの見
方、感じ方、考え方を捉えようとしている。

○ ○ ○ 12

訓読に親しむ

【知識及び技能】
・漢文訓読に必要な語彙力をつける。
・漢文の世界に親しみ、正しく読むために
必要な訓読のきまり、漢文特有の表現など
について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・漢文を訓読するための基礎知識として、
返り点の種類と使い方、助字のはたらきと
意味、再読文字の種類と読み方を習得す
る。
　
【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、漢文
訓読の基礎知識を積極的に身につける。

・漢文を訓読するための基礎知識とし
て、返り点の種類と使い方を習得する。
・漢文を訓読するための基礎知識とし
て、助字のはたらきと意味を習得する。
・漢文を訓読するための基礎知識とし
て、再読文字の種類と読み方を習得す
る。
・故事成語や格言に多く触れることによ
り、語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。
・我が国の文化と外国の文化との関係に
ついて理解する。
・訓読のきまりを理解する。

・教材　訓読に親しむ漢文を読むために
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・漢文の読解に必要な語彙力をつけている。
・漢文の世界に親しみ、正しく読むために必要な訓読
のきまり、漢文特有の表現などについて理解を深めて
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
・漢文を訓読するための基礎知識として、返り点の種
類と使い方、助字のはたらきと意味、再読文字の種類
と読み方を習得する。

【学びに向かう力、人間性等】
・これからの学習に見通しをもって、漢文訓読の基礎
知識を積極的に身につける。

○

漁父之利　狐借虎威 　蛇足

【知識及び技能】
・漢文訓読に必要な語彙力をつける。
・漢文の世界に親しみ、正しく読むために
必要な訓読のきまり、漢文特有の表現など
について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使わ
れている言葉が漢文に由来することを理解
する。
　
【学びに向かう力、人間性等】
・故事成語の由来となった話を積極的に読
み、わかった内容を工夫してまとめる。

・漢文の訓読に慣れる。
・現在使われている言葉には漢文に由来
するものがあることを知る。
・文章の特徴を踏まえて、たとえ話を読
み解き、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
・作品の歴史的・文化的背景を理解す
る。
・訓読のきまりを理解する。
・故事成語の由来となった話を読み、古
典の言葉と現代の言葉とのつながりにつ
いて理解する。

・教材　漁父之利　狐借虎威、蛇足
・一人１台端末の活用

〇

【知識及び技能】
・漢文訓読に必要な語彙力をつけている。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文
化との関係について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われている言
葉が漢文に由来することを理解している。

【学びに向かう力、人間性等】
故事成語の由来となった話を積極的に読み、わかった
内容を工夫してまとめようとしている。

○ ○

定期考査

漢文の学習

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支
える働きがあることを理解する。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化
と外国の文化との関係について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
我が国の言語文化についての理解を深める
ために、古典としての漢文を読むことの意
義を理解する。
　
【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもって、我が国
の言語文化に大きな影響を与えた漢文に興
味・関心を深める。

・我が国の言語文化についての理解を深
めるために、古典としての漢文を読むこ
との意義を知る。
・我が国の文化と外国の文化との関係に
ついて理解する。

・教材　漢文の学習
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きが
あることを理解している。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文
化との関係について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
我が国の言語文化についての理解を深めるために、古
典としての漢文を読むことの意義を理解している。

【学びに向かう力、人間性等】
これからの学習に見通しをもって、我が国の言語文化
に大きな影響を与えた漢文に興味・関心を深めてい
る。

○

２
学
期

定期考査 【知識及び技能】
・古文の読解に必要な語彙やその文化的背景に関する
知識を身に付けている。
・古文を正しく読むために、必要な語彙や文法に関す
る知識を活用することができる。
・漢文を読むために必要な訓読のきまり、漢文特有の
表現などについて理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・各場面の情景描写や登場人物に関する叙述を読み取
り人物造形を読み取ることができる。
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。
・漢文を訓読するための基礎知識として、返り点の種
類と使い方、助字のはたらきと意味、再読文字の種類
と読み方を習得する。

○ ○

○

【知識及び技能】
・古文の読解に必要な語彙やその文化的背景に関する
知識を身に付けている。
・古文を正しく読むために、必要な語彙や文法に関す
る知識を活用することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割を押さえ、歌物語
の特徴と読み解き方を理解している。
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容や展開を
的確に捉え、作品に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈している。

【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って和歌の
果たす意味を捉えようとしている。

○

○

○

○

〇 ○

〇 ○ 1

6

1

1

10



３
学
期

1○

○

定期考査

唐詩の世界

【知識及び技能】
・表現の技法とその効果について理解す
る。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化
と外国の文化との関係について理解する。
・漢詩の世界に親しむために、漢文を読む
ために必要な訓読のきまり、漢詩や漢文特
有の表現などについて理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・表現や技法（押韻や対句）に留意して漢
詩を鑑賞し、古代中国の人々が自然や人事
に向けた思いを読み取る。

【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く漢詩を読み比べ、よまれた情景
や心情を説明する。

・表現や技法（押韻や対句）に留意して
漢詩を鑑賞し、古代中国の人々が自然や
人事に向けた思いを読み取る。
・作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈する。
・作品の歴史的・文化的背景を理解す
る。
・漢詩のきまりを理解する。

・教材　唐詩の世界
・一人１台端末の活用　等

○ ○

【知識及び技能】
・古文の読解に必要な語彙やその文化的背景に関する
知識を身に付けている。
・古文を正しく読むために、必要な語彙や文法に関す
る知識を活用することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・合戦を主題とした文学作品を読み、争いを背景とし
て生まれた思想や人間のありようを理解している。
・軍記物語という文章の種類を踏まえて、内容や展開
を的確に捉え、作品に表れているものの見方や考え方
を捉え、内容を解釈している。

【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れている無常観を読み取り、自分の考えを
広げたり深めたりしようとしている。

【知識及び技能】
・古文の読解に必要な語彙やその文化的背景に関する
知識を身に付けている。
・古文を正しく読むために、必要な語彙や文法に関す
る知識を活用することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・話の中で和歌が果たしている役割を押さえ、歌物語
の特徴と読み解き方を理解している。
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容や展開を
的確に捉え、作品に表れているものの見方や考え方を
捉え、内容を解釈している。

【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って和歌の
果たす意味を捉えようとしている。

○

定期考査 【知識及び技能】
・古文の読解に必要な語彙やその文化的背景に関する
知識を身に付けている。
・古文を正しく読むために、必要な語彙や文法に関す
る知識を活用することができる。
・古典を読むために必要な訓読のきまり、古典特有の
表現などについて理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・各場面の情景描写や登場人物に関する叙述を読み取
り人物造形を読み取ることができる。
・本文を読んで理解したことを、読み手の理解が得ら
れるように構成や展開を工夫しながら文章で表現して
いる。
・漢文を訓読するための基礎知識として、返り点の種
類と使い方、助字のはたらきと意味、再読文字の種類
と読み方を習得する。

○

平家物語

【知識及び技能】
・本文における、古文読解に必要な語句・
語彙を理解し、語彙力をつける。
・古典を読むために必要な文語のきまりや
古典特有の表現について理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・合戦を主題とした文学作品を読み、争い
を背景として生まれた思想や人間のありよ
うを理解する。
・軍記物語という文章の特徴を踏まえて、
内容や展開を的確に捉え、作品に表れてい
るものの見方や考え方を捉え、内容を解釈
する。

【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れている無常観を読み取り、自
分の考えを広げたり深めたりする。

・指導事項
・合戦を主題とした文学作品を読み、争
いを背景として生まれた思想や人間のあ
りようを知る。
・軍記物語という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉える。
・作品に表れている無常観や武士の生き
方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。
・主として敬語について文語のきまりを
理解する。
・「古典のしるべ」と読み合わせて、歴
史的な文体の変化について理解する。

・教材…平家物語
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
・表現の技法とその効果について理解している。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文
化との関係について理解している。
・漢詩の世界に親しむために、漢文を読むために必要
な訓読のきまり、漢文や漢詩特有の表現などについて
理解を深めている。

【思考力、判断力、表現力等】
・表現や技法（押韻や対句）に留意して漢詩を鑑賞
し、古代中国の人々が自然や人事に向けた思いを読み
取っている。

【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く漢詩を読み比べ、よまれた情景や心情を説
明しようとしている。

○

合計

105

○○

○ ○ 13

13

1



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書：

使用教材：

教科 の目標：

科目 の目標：

２
学
期

7

第2部　国際理解と国際協力　…　西アジア、
南アジア

西アジア、南アジアについ
て、地形や気候などの自然
環境、民族、宗教、農業、
工業、地域課題などの基礎
知識や、地域地図を読み解
く技能を身につけたか。

西アジア、南アジアについ
て、地域が持つ特徴と、現
在ある地域の課題との関係
を理解、分析、考察する力
を養えたか。

自分と西アジア、南アジア
の間には、どんな関わりが
あるのか、それを知り考え
ようとする態度が持てた
か。

定期テスト、夏季課題

○

自分とオセアニア、東南ア
ジアの間には、どんな関わ
りがあるのか、それを知り
考えようとする態度が持て
たか。

定期テスト、夏季課題

○ ○ ○

第2部　国際理解と国際協力　…　オセアニ
ア、東南アジア

オセアニア、東南アジアに
ついて、地形や気候などの
自然環境、民族、宗教、農
業、工業、地域課題などの
基礎知識や、地域地図を読
み解く技能を身につけた
か。

オセアニア、東南アジアに
ついて、地域が持つ特徴
と、現在ある地域の課題と
の関係を理解、分析、考察
する力を養えたか。

○ ○ 6

○ ○ ○ 1定期考査

身近で起こりうる災害につ
いて、自ら考え、防災への
対応をとろうとする態度が
持てたか。

定期テスト

○ ○ ○ 5

第3部　自然環境と防災　…　災害と防災（地
震、火山、気象など）

地形や気候の学習をふま
え、災害と防災に関する基
礎知識を身につけたか。ハ
ザードマップなどを読み解
くための知識や技能を身に
つけたか。

災害の原因と起こりうる災
害の内容、生活や命を守る
ための行動などについて、
理解、分析、考察する力を
養えたか。

気候と植生、農業との関係
をふまえ、食料生産など、
人々の生活との関係を知ろ
うとする態度が持てたか。

定期テスト

○ ○ ○ 7

第2部　国際理解と国際協力　…　世界の気候
と人々の生活（大気大循環、気候因子、熱
帯、乾燥帯、温帯、亜寒帯、寒帯など）

世界の気候と人々の生活に
ついての基礎知識を身につ
けたか。気候分布などの気
候に関する地図を読み解く
ための知識や技能を身につ
けてか。

各気候の成因、気候が生活
に及ぼす影響について、理
解、分析、考察する力を養
えたか。

○ ○

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 6

第2部　国際理解と国際協力　…　世界の地形
と人々の生活（大地形、火山、地震、河川地
形、海岸地形、特殊地形など）

世界の地形と人々の生活に
ついての基礎知識を身につ
けたか。地形について、地
図を読み解くための知識や
技能を身につけたか。

地形の成因、地形が生活の
及ぼす影響について、理
解、分析、考察する力が養
えたか。

身近な地形などについて、
地形と生活がどのような関
係にあるか、知ろうとする
態度を持てたか。

定期テスト

地図や地理情報システム，
諸資料から得られた情報を
元に考察する力を養えた
か。領域、国際関係につい
ての基礎知識から、地図を
用いながら自らの考えを考
察できる力を養えたか。

地図や地理情報システム，
諸資料から得られた情報
や、領域、国際関係につい
ての自らの考えを考察し、
現在の課題を見つけようと
する態度を持てたか。

定期テスト

態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

１
学
期

第1部　地図でとらえる現代世界　…　地球上
の位置と時差（緯度経度、時差など）、地図
の役割と種類（地形図、地図表現、GISな
ど）、現代世界の国家と領域（領域、領域に
関する諸問題など）、グローバル化する世界
（国際組織、貿易、交通、通信観光など）。

地図や地理情報システムな
どを用いて，調査や諸資料
から地理に関する様々な情
報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身に付けた
か。領域、国際関係につい
ての基礎知識を身につけた
か。

指導内容
評価規準

評価方法 知 思

定期考査

○ 7

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防
災，地域や地球的課題への取組などを理解するとともに，地図や
地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分
布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作
用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に
考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，
考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論し
たりする力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うと
ともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域
の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自
覚などを深める。

【思考力、判断力、表現力等】
地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向け
て構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や
深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚
などを深める。

地理総合
社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す
る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 2

（高等学校新地理総合〔帝国書院〕、新詳高等地図〔帝国書院〕

（新編地理資料２０２２〔とうほう〕

地理歴史
社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。



合計

70

○ 1

○ ○ ○ 7

定期考査

３
学
期

第2部　国際理解と国際協力　…　東アジア、
ヨーロッパ

東アジア、ヨーロッパにつ
いて、地形や気候などの自
然環境、民族、宗教、農
業、工業、地域課題などの
基礎知識や、地域地図を読
み解く技能を身につけた
か。

２
学
期

○ 6

第2部　国際理解と国際協力　…　地球的課題
（環境、エネルギー、人口、食料、都市な
ど）

現在世界が抱える地球的課
題についての基礎知識を身
につけたか。課題を表現し
た地図を読み解くための知
識や技能を身につけたか。

地球的課題の因果関係、課
題解決の方策などについ
て、理解、分析、考察する
力を養えたか。

地球的課題を自分の問題と
してとらえ、どう行動する
かを考えようとする態度が
持てたか。

定期テスト、冬季課題

東アジア、ヨーロッパにつ
いて、地域が持つ特徴と、
現在ある地域の課題との関
係を理解、分析、考察する
力を養えたか。

自分と東アジア、ヨーロッ
パの間には、どんな関わり
があるのか、それを知り考
えようとする態度が持てた
か。

定期テスト、冬季課題

○ ○

○ ○

○ ○ 7

定期考査 ○ ○ ○ 1

第2部　国際理解と国際協力　…　ロシア、ア
メリカ

ロシア、アメリカについ
て、地形や気候などの自然
環境、民族、宗教、農業、
工業、地域課題などの基礎
知識や、地域地図を読み解
く技能を身につけたか。

ロシア、アメリカについ
て、地域が持つ特徴と、現
在ある地域の課題との関係
を理解、分析、考察する力
を養えたか。

自分とロシア、アメリカの
間には、どんな関わりがあ
るのか、それを知り考えよ
うとする態度が持てたか。

定期テスト、夏季課題

○

○ ○ 1

第2部　国際理解と国際協力　…　ラテンアメ
リカ、アフリカ

ラテンアメリカ、アフリカ
について、地形や気候など
の自然環境、民族、宗教、
農業、工業、地域課題など
の基礎知識や、地域地図を
読み解く技能を身につけた
か。

ラテンアメリカ、アフリカ
について、地域が持つ特徴
と、現在ある地域の課題と
の関係を理解、分析、考察
する力を養えたか。 7

自分とラテンアメリカ、ア
フリカの間には、どんな関
わりがあるのか、それを知
り考えようとする態度が持
てたか。

定期テスト、夏季課題

○ ○ ○

定期考査 ○

第2部　国際理解と国際協力　…　西アジア、
南アジア

西アジア、南アジアについ
て、地形や気候などの自然
環境、民族、宗教、農業、
工業、地域課題などの基礎
知識や、地域地図を読み解
く技能を身につけたか。

西アジア、南アジアについ
て、地域が持つ特徴と、現
在ある地域の課題との関係
を理解、分析、考察する力
を養えたか。

自分と西アジア、南アジア
の間には、どんな関わりが
あるのか、それを知り考え
ようとする態度が持てた
か。

定期テスト、夏季課題

○ ○ ○ 6



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

産業革命の影響，中国の開
港と日本の開国の背景とそ
の影響などに着目し，アジ
ア諸国とその他の国や地域
の動向を比較したり，相互
に関連付けたりするなどし
て，アジア諸国と欧米諸国
との関係の変容などを多面
的・多角的に考察し，表現
している。

19世紀半ばのアジアと世界
の歴史の変化に関わる諸事
象について，主体的に追求
し、学習上の課題を意欲的
に解決しようとしている。

○ ○ ○ 11

定期考査 ○ ○ 1

5

第２章　欧米の市民革命と国民国家の形成
６．イギリス産業革命
７．アメリカ独立革命
８．フランス革命とナポレオン
９．ウィーン体制

産業革命と交通・通信手段
の革新，工業化と世界史上
の形成，18 世紀後半以降
の欧米の市民革命や国民統
合の動向などを基に，立憲
体制と国民国家の形成を理
解している。

産業革命や国民国家の形成
の背景や影響などに着目
し，欧米諸国の動向を比較
したり，相互に関連付けた
りするなどして，政治変革
の特徴，国民国家の特徴や
社会の変容などを多面的・
多角的に考察し，表現して
いる。

近代ヨーロッパの歴史の変
化に関わる諸事象につい
て、主体的に追究し，学習
上の課題を意欲的に解決し
ようとしている。

○

18世紀のアジア諸国とヨー
ロッパ諸国の経済が互いに
与えた影響などに着目し，
アジア諸国とその他の地域
の動向を比較したり，相互
に関連付けたりするなどし
て，18世紀のアジア諸国に
おける経済活動の特徴，ア
ジア各地域間の関係，アジ
ア諸国と欧米諸国との関係
などを多面的・多角的に考
察し，表現している。

前近代の歴史の変化に関わ
る諸事象について，主体的
に追究し，学習上の課題を
意欲的に解決しようとして
いる。

定期考査
小テスト
学期の目標設定
考査の振り返り
プリント提出 ○ ○

○

１０．19世紀のイギリスとフランス
１１．イタリア・ドイツの統一
１２．東方問題と１９世紀のロシア
１３．アメリカの発展と分裂
１４．世界市場の形成

○ ○ ○ 5

第３章　アジアの変容と日本の近代化
１５．イスラーム世界の改革と再編
１６．南アジア・東南アジアの改革と再編
１７．アヘン戦争の衝撃
１８．ゆらぐ幕藩体制
１９．開国
２０．幕末政局と社会変動
２１．新政府の成立と諸改革
２２．富国強兵と文明開化
２３．近代的な国際関係と
　　　国境・領土の画定
２４．自由民権運動の高まり
２５．立憲国家の成立

日本の開国，明治維新や大
日本帝国憲法の制定などを
基に，18 世紀後半以降の
欧米の市民革命や国民統合
の動向などと関連づけて，
立憲体制と国民国家の形成
を理解している。

態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

１
学
期

第１章　近代化への胎動
１．ヨーロッパの海外進出と市民社会
２．清の繁栄
３．東アジア諸国間の貿易
４．江戸時代の日本の対外政策
５．江戸時代の社会生活

18世紀のアジアや日本にお
ける生産と流通，アジア各
地域間やアジア諸国と欧米
諸国の貿易などを基に，18
世紀のアジアの経済と社会
やヨーロッパの近代市民社
会を理解している。

指導内容
評価規準

評価方法 知 思

○ 4

定期考査 ○ ○ 1

○

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日
本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる
近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時
期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着
目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史
に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力
や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議
論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うと
ともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【思考力、判断力、表現力等】
地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向け
て構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や
深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚
などを深める。

歴史総合
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す
る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 地理歴史 歴史総合
地理歴史 歴史総合 2

『詳述歴史総合』実教出版

『新詳歴史総合』浜島書店

地理歴史
社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。



70

○ 1

7

定期考査 ○

３
学
期

合計

○

○

4

第８章　多極化する世界
５９．石油危機と世界経済
６０．緊張緩和から冷戦の終結へ
６１．地域協力の進展
６２．日本の経済大国化
第９章　グローバル化と現代世界
６３．冷戦体制の終結
６４．地域紛争と世界経済
６５．グローバルな認識へ

石油危機，アジアの諸地域
の経済発展，市場開放と経
済の自由化，情報通信技術
の発展などを基に，市場経
済の変容と課題を理解して
いる。

・アジアの諸地域の経済発
展の背景，経済の自由化や
技術革新の影響，資源・エ
ネルギーと地球環境問題が
世界経済に及ぼした影響な
どに着目し，市場経済のグ
ローバル化の特徴と日本の
役割などを多面的・多角的
に考察し，表現している。

1970～80年代の世界の歴史
の変化に関わる諸事象につ
いて，主体的に追求し、学
習上の課題を意欲的に解決
しようとしている。

○ ○

第７章　冷戦と脱植民地化
５５．冷戦対立の推移
５６．植民地の独立と第三世界の出現
５７．米ソ両陣営の動揺
５８．日本の国際社会復帰と高度経済成長

脱植民地化とアジア・アフ
リカ諸国，冷戦下の地域紛
争，先進国の政治の動向，
軍備拡張や核兵器の管理，
日本の高度経済成長などを
基に，国際政治の変容を理
解している。

・地域紛争の背景や影響，
冷戦が各国の政治に及ぼし
た影響などに着目し，日本
の高度経済成長の背景と影
響，地域紛争と冷戦の関
係，第三世界の国々の経済
政策の特徴，欧米やソヴィ
エト連邦の政策転換の要因
などを多面的・多角的に考
察，表現している。

1950～1970年代の歴史の変
化に関わる諸事象につい
て，主体的に追求し、学習
上の課題を意欲的に解決し
ようとしている。

○ ○

定期考査
小テスト
学期の目標設定
考査の振り返り
プリント提出

○ ○

定期考査 ○ ○ 1

３７．ヴェルサイユ体制とワシントン体制
３８．西アジア・南アジアの民族運動
３９．東アジア・東南アジアの民族運動
４０．戦間期の欧米
４１．広がる社会運動と普通選挙の実現
４２．政党内閣の時代

○ ○ ○ 6

第６章　経済危機と第二次世界大戦
４３．世界恐慌
４４．ファシズムの時代
４５．満州事変と軍部の台頭
４６．日中戦争
４７．第二次世界大戦とアジア太平洋戦争
４８．戦争と民衆
４９．敗戦

・世界恐慌，ファシズムの
伸張，日本の対外政策など
を基に，国際協調体制の動
揺を理解している。
・第二次世界大戦の展開，
国際連合と国際経済体制，
冷戦の始まりとアジア諸国
の動向，戦後改革と日本国
憲法の制定，平和条約と日
本の独立の回復などを基
に，第二次世界大戦後の国
際秩序と日本の国際社会へ
の復帰を理解している。

・経済危機の背景と影響，
国際秩序や政治体制の変化
などに着目し，え各国の世
界恐慌への対応の特徴，国
際協調体制の動揺の要因な
どを多面的・多角的に考察
し，表現している。
・第二次世界大戦の推移と
第二次世界大戦が大戦後の
世界に与えた影響，第二次
世界大戦後の国際秩序の形
成が社会に及ぼした影響な
どに着目し，第二次世界大
戦の性格や大戦下の社会状
況，日本に対する占領政策
と国際情勢との関係などを
多面的・多角的に考察し，
表現している。

第二次世界大戦前後の世界
の歴史の変化に関わる諸事
象について，主体的に追求
し、学習上の課題を意欲的
に解決しようとしている。 ○

5

５０．国際連合と戦後世界
５１．戦後と占領の始まり
５２．民主化と日本国憲法
５３．冷戦の開始
５４．朝鮮戦争と日本 ○

定期考査
小テスト
学期の目標設定
考査の振り返り
プリント提出

○ ○ ○

○

○ ○ 7

２
学
期

第４章  帝国主義の時代
２６．帝国主義と世界分割
２７．帝国主義期の欧米諸国
２８．条約改正
２９．日露戦争
３０．日露戦争から韓国併合へ
３１．日本の産業革命と社会問題
３２．アジア諸民族の独立運動・立憲運動

列強の進出と植民地の形
成，日清・日露戦争などを
基に，列強の帝国主義政策
とアジア諸国の変容を理解
している。

帝国主義政策の背景，帝国
主義政策がアジア・アフリ
カに与えた影響などに着目
し，アジア諸国とその他の
国や地域の動向を比較した
り，相互に関連付けたりす
るなどして，帝国主義政策
の特徴，列強間の関係の変
容などを多面的・多角的に
考察し，表現している。

4

定期考査 ○ ○ 1

7

第５章　第一次世界大戦と大衆社会
３３．緊迫する国際関係
３４．第一次世界大戦
３５．ロシア革命とシベリア出兵
３６．大戦景気と米騒動

・第一次世界大戦の展開，
日本やアジアの経済成長，
ソヴィエト連邦の成立とア
メリカ合衆国の台頭，ナ
ショナリズムの動向と国際
連盟の成立などを基に，総
力戦と第一次世界大戦後の
国際協調体制を理解してい
る。
・大衆の政治参加と女性の
地位向上，大正デモクラ
シーと政党政治，大量消費
社会と大衆文化，教育の普
及とマスメディアの発達な
どを基に，大衆社会の形成
と社会運動の広がりを理解
している。

・第一次世界大戦の推移と
第一次世界大戦が大戦後の
世界に与えた影響，日本の
参戦の背景と影響などに着
目し，日本とその他の国や
地域の動向を比較したり，
関連付けたりするなどし
て，第一次世界大戦の性格
と惨禍，日本と アジア及
び太平洋地域の関係や国際
協調体制の特徴などを多面
的・多角的に考察し，表現
している。
・第一次世界大戦前後の社
会の変化などに着目し，第
一次世界大戦後の社会の変
容と社会運動との関連など
を多面的・多角的に考察
し，表現している。

1910～1920年代の歴史の変
化に関わる諸事象につい
て，主体的に追求し、学習
上の課題を意欲的に解決し
ようとしている。 ○ ○

19世紀末～20世紀初頭の世
界の歴史の変化に関わる諸
事象について，主体的に追
求し、学習上の課題を意欲
的に解決しようとしてい
る。



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

⑴ ⑴ ⑴

1

2

3

発

4

5

発

発

6

7

研

⑴ ⑴

1

2

3

発

⑴ ⑴

1

2

研

3

研

4

⑶ ⑴

5

6

発

7

研

4

○ 1

1

２
学
期

第３章　２次関数 二次方程式の解と二次関数
のグラフとの関係について
理解することができる。
二次不等式の解と二次関数
のグラフとの関係について
理解し，二次関数のグラフ
を用いて二次不等式の解を
求めることができる。

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。

知：振り返りシート、小
テスト、定期テスト、課
題テスト
思：小テスト、課題テ
スト、定期テスト
態①②：４STEP課
題、WINSTEP課題、
長期休業等における
青チャート課題

※小テストの結果は
指導等に生かす。

○ ○

　問題演習

定期考査 ○

○ 21

　第２節　２次方程式と２次不等式

２次方程式

グラフと２次方程式

放物線と直線の共有点

グラフと２次不等式

絶対値を含む関数のグラフ

２次関数の決定

問題

　第１節　２次関数とグラフ

関数とグラフ

２次関数のグラフ

グラフの移動

２次関数の最大と最小

定義域が変化する最大

２次関数の決定

○

○ 1

第３章　２次関数 二次関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解する
ことができる。
二次関数の最大値や最小値
を求めることができる。

二次関数の式とグラフとの
関係について，コンピュー
タなどの情報機器を用いて
グラフをかくなどして多面
的に考察することができ
る。
二つの数量の関係に着目
し，日常の事象や社会の事
象などを数学的に捉え，問
題を解決したり，解決の過
程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすることが
できる。

知：振り返りシート、小テ
スト、定期テスト、課題テ
スト
思：小テスト、課題テス
ト、定期テスト
態①②：４STEP課題、
WINSTEP課題、長期休
業等における青チャート
課題
※小テストの結果は指
導等に生かす。

○ ○

定期考査 ○

問題

定期考査 ○

○ 7

○ ○ 8

集合

命題と条件

命題と証明

命題「すべて」「ある」

問題

　問題演習

第２章　集合と命題 集合と命題に関する基本的
な概念を理解している。

集合の考えを用いて論理的
に考察し，簡単な命題を証
明することができる。

知：振り返りシート、小テス
ト、定期テスト、課題テスト
思：小テス、定期テスト、課
題テスト
態①②：４STEP課題、
WINSTEP課題、長期休業等
における青チャート課題
※小テストの結果は指導等
に生かす。

○

因数分解

３次式の展開と因数分解

　第３節　実数

１次不等式

１次不等式の利用

絶対値と場合分け

問題

　演習問題

問題

　第２節　実数

実数

根号を含む式の計算

対称式と基本対称式

２重根号

態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

１
学
期

第１章　数と式 数を実数まで拡張する意義
を理解し，簡単な無理数の
四則計算をすることができ
る。
二次の乗法公式及び因数分
解の公式の理解を深めるこ
とができる。
不等式の解の意味や不等式
の性質について理解し，一
次不等式の解を求めること
ができる。

問題を解決する際に，既に
学習した計算の方法と関連
付けて，式を多面的に捉え
たり目的に応じて適切に変
形したりすることができ
る。
不等式の性質を基に一次不
等式を解く方法を考察する
ことができる。
日常の事象や社会の事象な
どを数学的に捉え，一次不
等式を問題解決に活用する
ことができる。

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。

指導内容
評価規準

評価方法 知 思

知：振り返りシート、
小テスト、定期テス
ト、課題テスト
思：小テスト、定期
テスト、課題テスト
態①②：４STEP課
題、WINSTEP課題、
長期休業等におけ
る青チャート課題

※小テストの結果は
指導等に生かす。

○ ○ ○ 18

　第１節　式の計算

多項式

多項式の加法と減法、乗法

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じ
て適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，
図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係
に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相
互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題に
ついて，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な
手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結
果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え
数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学Ⅰ　数研出版

4STEP,青チャート

数学
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。



⑴ ⑴

1

2

3

4

5

⑴

6

発

7

発

8

⑴ ⑴

1

2

3

4

研

5

研

発

6

発

〇 〇 〇

合計

105

1

○

○ ○

仮説検定の考え方

仮説検定と反復試行の確率

問題

　演習問題

三角形の形状

三角形の面積

ヘロンの公式

空間図形への応用

問題

　演習問題

○

データの整理

データの代表値

散らばりと四分位範囲

分散と標準偏差

変量の変換

２つの変量の間の関係

最小２乗法

２重根号

３
学
期

　第２節　三角形への応用 自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして

いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し

ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう

としている。

知：振り返りシート、小テ
スト、定期テスト、課題テ
スト
思：小テスト、課題テス
ト、定期テスト
態①②：４STEP課題、
WINSTEP課題、長期休
業等における青チャート
課題
※小テストの結果は指

○ ○ ○ 11

正弦定理と余弦定理の応用

課題学習 14

定期考査 ○ ○

9

第５章　データの分析 分散，標準偏差，散布図及
び相関係数の意味やその用
い方を理解することができ

る。
コンピュータなどの情報機
器を用いるなどして，デー
タを表やグラフに整理した
り，分散や標準偏差などの
基本的な統計量を求めたり

することができる。
具体的な事象において仮説
検定の考え方を理解するこ

とができる。

問題を解決する際に，既に
学習した計算の方法と関連
付けて，式を多面的に捉え
たり目的に応じて適切に変
形したりすることができ

る。
不等式の性質を基に一次不
等式を解く方法を考察する

ことができる。
日常の事象や社会の事象な
どを数学的に捉え，一次不
等式を問題解決に活用する

ことができる。

知：振り返りシート、
小テスト、定期テス
ト、課題テスト
思：小テスト、課題
テスト、定期テスト
態①②：４STEP課
題、WINSTEP課題、
長期休業等におけ
る青チャート課題

※小テストの結果は
指導等に生かす。

第４章　図形と計量 鋭角の三角比の意味と相互
関係について理解すること
ができる。
三角比を鈍角まで拡張する
意義を理解し，鋭角の三角
比の値を用いて鈍角の三角
比の値を求める方法を理解
することができる。
正弦定理や余弦定理につい
て三角形の決定条件や三平
方の定理と関連付けて理解
し，三角形の辺の長さや角
の大きさなどを求めること
ができる。

図形の構成要素間の関係を
三角比を用いて表現すると
ともに，定理や公式として
導くことができる。
図形の構成要素間の関係に
着目し，日常の事象や社会
の事象などを数学的に捉
え，問題を解決したり，解
決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象
との関係を考察したりする
ことができる。

知：振り返りシート、小
テスト、定期テスト、課
題テスト
思：小テスト、課題テ
スト、定期テスト
態①②：４STEP課
題、WINSTEP課題、
長期休業等における
青チャート課題
※小テストの結果は
指導等に生かす。

○ ○ ○ 12

　第１節　三角比

三角比

三角比の相互関係

三角比の拡張

問題

　第２節　三角形への応用

正弦定理

余弦定理

1定期考査 ○

２
学
期

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

(1) (1) ⑴

1

研究

2 (1) (1)

3

4

5

研究

問題

(1) (1) ⑴

6

7

8

9

10

研究

11

問題

(1) (1) ⑴

1

2

研究

3

研究

研究

4

5

２
学
期

知識・技能　定期テ
スト・課題テスト・解
き直しレポート（期
限厳守）
思考・判断・表現
定期テスト・課題テ
スト・解き直し（期限
厳守）
主体的に学習に取
り組む態度　完成
ノート・WinSTEP・青
チャート

○ ○ ○ 12

 第１節　平面図形

三角形の辺の比

三角形の外心・内心・重心

三角形の垂心・傍心

チェバ・メネラウスの定理

○ ○ 1

第２章　図形の性質 線分の内分、外分、平行線
の比、三角形の五心、チェ
バの定理。メネラウスの定
理等の基本事項、公式を理
解している。
三角形の存在条件や、辺と
角の大小関係について理解
している。円周角の定理、
円に内接する四角形、円の
接線の性質、円の接線と弦
の作る角の性質を利用して
角度を求めることができ
る。

図形の性質を証明するのに
既習事項を用いて論理的に
考察することができ、間接
的な証明法である同一法が
理解できる。
チェバの定理、メネラウス
の定理について、論理的に
考察し、証明することがで
きる。円と直線を動的に捉
えて、それらの位置関係を
考察することができる。

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。

チェバ・メネラウスの定理の逆

三角形の辺と角

円に内接する四角形

円と直線

○ ○

○ 1

 第２節　確率 確率の意味、試行や事象を
理解し、確率の求め方がわ
かる。
確率の基本性質を理解し、
積事象、和事象、余事象の
確率を求めることができ
る。
独立試行、反復試行、条件
付き確率を公式を用いて求
めることができる。
期待値の定義を理解し、期
待値を求めることができ
る。

不確定な事象を、同様に確
からしいという概念をもと
に、数量的に捉えることが
できる。
確率の性質を一般的に考察
することができる。
既習の知識を用いて独立試
行、反復試行、条件付き確
率について考察することが
できる。
結果が不確定の中でどの選
択が有理かを判断する基準
として、期待値の考えを用
いて考察できる。

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。

知識・技能　定期テ
スト・課題テスト・解
き直しレポート（期
限厳守）
思考・判断・表現
定期テスト・課題テ
スト・解き直し（期限
厳守）
主体的に学習に取
り組む態度　完成
ノート・WinSTEP・青
チャート

○ ○

定期考査 ○

○ 10

事象と確率

確率の基本性質

独立な試行の確率

10

第１章　場合の数と確率

 第１節　場合の数

集合の要素の個数

３つの集合の和集合の要素の個数

場合の数

態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

知 思

樹形図、和の法則、積の法
則を用いて場合の数を求め
ることができる。
順列、円順列、重複順列の
公式を理解し、条件が付く
場合にも適切に処理ができ
る。
組合せ、条件付き組合せ、
同じものを含む順列の公式
を利用することができる。

場合の数を適切に捉え考察
することができる。
条件が付く順列や円順列、
さらには重複順列の考察が
できる。
組合せの総数、条件付き組
合せ、同じものを含む順列
を考察し処理することがで
きる。

〇 〇 〇

順列

円順列・重複順列

組合せ

重複組合せ

知識・技能　定期テ
スト・課題テスト・解
き直しレポート（期
限厳守）
思考・判断・表現
定期テスト・課題テ
スト・解き直し（期限
厳守）
主体的に学習に取
り組む態度　完成
ノート・WinSTEP・青
チャート

○

１
学
期

準備　集合 和集合や補集合について理
解し、要素の個数を公式や
ベン図を用いて求めること
ができる。

ベン図を利用し、集合を図
示することで、要素の個数
を考察することができる。

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。

指導内容
評価規準

評価方法

定期考査

反復試行の確率

条件付き確率

原因の確率

期待値

演習問題

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係につい
て認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，
論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに
基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動と
の関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察
する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え
数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ａ
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

数学Ａ　数研出版

完成ノート（4STEP），WinSTEP，青チャート

数学
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。



6 方べきの定理 (1) (1) ⑴

7

問題

(1) (1) ⑴

9

研究

10

問題

演習問題

(1) (1) ⑴

1

2

3

補

4

補

補

5

6

研究

問題

7

8

研究

発展

補

問題

合計

70

1定期考査

知識・技能　定期テ
スト・課題テスト・解
き直しレポート（期
限厳守）
思考・判断・表現
定期テスト・課題テ
スト・解き直し（期限
厳守）
主体的に学習に取
り組む態度　完成
ノート・WinSTEP・青
チャート

○ ○ ○ 21

約数・倍数

素数と素因数分解

最大公約数・最小公倍数

最大公約数・最小公倍数の性質

整数の割り算・商・余り

素数の問題

ユークリッドの互除法

１次不定方程式

いろいろな方程式の整数解

○ ○

○ ○ 1

３
学
期

第３章　数学と人間の活動 約数、倍数を理解し、倍数
の判定法を利用することが
できる。
素因数分解を理解し、最大
公約数、最小公倍数を求め
る方法を理解している。
整数の割り算の式を理解
し、様々な条件の整数の余
りを求めることができる。
互除法を理解し利用するこ
とができる。
１次不定方程式の特殊回を
求め、すべての整数解をも
とめることができる。
記数法について理解してい
る。
座標平面上でも座標空間上
でも座標を点と捉えて位置
を座標で表現できる。

倍数の判定法を考察するこ
とができる。
身近な事象について数学的
に捉え、最大公約数、最小
公倍数との関係について考
察することができる。
問題解決の過程を振り返っ
て、割り算の余りの性質に
ついて考察を深めることが
できる。
長方形、正方形を利用し互
除法の計算と対応している
ことを理解し考察すること
ができる。
１次不定方程式のすべての
整数解を互除法と関連しい
ることを考察できる。
記数法の特徴を理解でき
る。
平面上、空間上で点の位置
を特定するために、条件か
ら図形の性質に着目して、
適切な定理を利用して考察
することができる。

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。

定期考査

２
学
期

記数法

座標の考え

２点間の距離

合同式

２次の不定方程式

演習問題

自然数の積と素因数の個数

直線と平面

三垂線の定理

多面体

２つの円の位置関係

 第２節　空間図形 空間における２直線の位置
関係やなす角を理解してい
る。
正多面体の特徴を理解し、
正多面体の体積を求めるこ
とができる。

空間における、直線、平面
の位置関係を理解し、垂
直、平行になる条件を考察
できる。
正多面体の満たす条件を理
解し、正多面体から切り
取った立体が正多面体であ
ることを理解できる。

定期考査 1

方べきの定理を利用し、線
分の長さを求めることがで
きる。
２つの円の位置関係を把握
し、共通接線の長さを求め
ることができる。

方べきの定理について、対
象とする図形に応じて見方
を変えて考えることができ
る。

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。

知識・技能　定期テ
スト・課題テスト・解
き直しレポート（期
限厳守）
思考・判断・表現
定期テスト・課題テ
スト・解き直し（期限
厳守）
主体的に学習に取
り組む態度　完成
ノート・WinSTEP・青
チャート

○ ○ ○

12

○ ○

自己の学習目標を設定し、
計画を立てて学習に取り組
むとともに、自己評価に基
づき、改善を図ろうとして
いる。
理解・学修の過程を振り返
るとともに、数学を活用し
ようとしている。
問題解決に当たって、粘り
強く考え、解決策を導こう
としている。

○ ○ ○



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ 1定期考査

○ ○ 6

　　・運動エネルギー

　　・ばねの弾性力のよる位置エネルギー

　　・力学的エネルギーの保存則

　　（※力学的エネルギーが保存されない
　　　　事例は補講で対応）

　　・重力による位置エネルギー ・力学的エネルギー
（重力による位置エネルギー）
（運動エネルギー）
（ばねの弾性力による
　　　位置エネルギー）
・力学的エネルギー保存則

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

・授業内観察
・小テスト
・定期考査
・ノートまたはワークシート
・振返りシート

○

○ ○ 7

　　・１物体の運動方程式

　　・斜面上の物体に関する運動方程式

　　・２物体の運動方程式

　　・定滑車にかかる２物体の運動方程式

　　圧力，大気圧，水圧，浮力

　　仕事，仕事をしない力

　　力学的エネルギー

　　運動方程式の活用（問題演習） 科学的探究に必要な下記概念（観
察，実験に関わる内容をふくむ）
の知識・技能を測る。

・１物体の運動方程式
・斜面上の物体の運動方程式
・２物体の運動方程式
・定滑車と物体の運動方程式
・圧力，大気圧，水圧，浮力
・仕事

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

・実験または実習，観察
　「張力，滑車」（予定）

・授業内観察

○

○ ○ 1定期考査

・授業内観察

・授業内観察
・小テスト
・定期考査
・振返りシート

○ ○ ○ 6

　　（※水平投射，斜方投射は補講で対
応）
　第2章　運動の法則

　　力の表しかた

　　重力，ばねの弾性力（フックの法則）

　　つり合いの２力，作用反作用の２力

　　ベクトル量とスカラー量

　　合成速度，相対速度

　　等速直線運動，等加速度直線運動

　　自由落下運動，鉛直投射運動 ・自由落下運動
・鉛直投射運動
・力の表しかた
・重力
・ばねの弾性力
・ばね定数が示す意味
・つり合いの２力
・作用反作用の２力
・慣性

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。　　ニュートンの運動の３法則

態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

１
学
期

ガイダンス（物理の学習のコツ）

科学的探究に必要な下記概念（観
察，実験に関わる内容をふくむ）
の知識・技能を測る。

・物理量と単位系
・有効数字の考えかた
・ベクトル量
・合成速度，相対速度
・等加速度直線運動

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

指導内容
評価規準

評価方法 知 思

○ ○ ○ 7

物理量の扱い方Ⅰ（物理量，国際単位系）

物理量の扱い方Ⅱ（有効数字，指数表記）

第1編　運動とエネルギー

　第1章　運動の表し方

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々な
エネルギーについて理解するとともに，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付け
るようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎
物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通し
て，物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

物理基礎［数研・物基／７０７］

セミナー物理基礎＋物理［第一学習社］，レッツトライノート物理基礎［東京書籍］，改定版フォトサイエンス物理基礎［数研出版］

理科
自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事
物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。



合計

70

1○ ○

３
学
期

第4編　電気

科学的探究に必要な下記概念（観
察，実験に関わる内容をふくむ）
の知識・技能を測る。

・電気回路と合成抵抗
・導体の抵抗と抵抗率
・ジュール熱
・電流が作る磁界
・電流が磁場から受ける力

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

・授業内観察
・小テスト
・定期考査
・夏季自由研究課題レ
ポート

○ ○ ○ 6

○ ○ ○ 7

定期考査

　　交流と直流（交流の定義，実効電圧）

　　変圧器（トランス）

　　高電圧による送電

　　電磁波の種類

第5編　物理学と社会

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

・実験または実習・観察
　「テスター実習」（予定）
　「ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ実習」（予
定）

・授業内観察

　　電流が磁場から受ける力

　　電磁誘導，レンツの法則 ・電磁誘導とレンツの法則
・交流の定義
・交流の実効電圧
・変圧器のはたらきと特徴
・高電圧による送電
・電磁波の種類
・エネルギーの利用（放射線）

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

　第1章　物質と電気

　　電気回路（中学の復習，合成抵抗）

　　電流と電気抵抗（導体の抵抗）

　　電気とエネルギー（ジュール熱）

　第2章　磁場と交流

　　電流が作る磁界

　　エネルギーの利用（放射線）

○ ○ 1定期考査

○ ○ ○ 6

　　音速

　　うなり

　　固有振動数

　　共振・共鳴

　　弦の振動

　　気柱の振動（閉管，開管）

　　音の性質（音の３要素） ・音の性質（音の３要素）
・音速
・うなり
・固有振動数
・共振・共鳴
・弦の振動
・気柱の振動（閉管，開管）
・開口端補正

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

・実験または実習・観察
　「気柱共鳴」（予定）

・授業内観察
・小テスト
・定期考査
・ノートまたはワークシート
・振返りシート

　　開口端補正

　　波の反射（自由端反射，固定端反射）

　　定常波

　　位相，微小時間後のグラフ

　　y-x図，y-t図

　　y-x図とy-t図の書き換え

　　縦波の横波表示

1

　　波の重ね合わせ 科学的探究に必要な下記概念（観
察，実験に関わる内容をふくむ）
の知識・技能を測る。
・波の重ね合わせ
・波の反射
・定常波
・位相
・微小時間後のグラフの活用
・y-x図・y-t図と書き換え
・縦波の横波表示

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

・実験または実習・観察
　「波の作図」（予定）

・授業内観察

○ ○ ○ 7

○ ○

　第2章　音

２
学
期

　　摩擦力とその考えかた

科学的探究に必要な下記概念（観
察，実験に関わる内容をふくむ）
の知識・技能を測る。

・セ氏温度と絶対温度
・熱量
・熱平衡
・比熱，比熱が記す意味
・熱容量

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

・実験または実習，観察
　「比熱の測定」（予定）

・授業内観察
・小テスト
・定期考査
・振返りシート

○ ○ ○ 6

○ ○ ○ 7

　　縦波と横波，波に関する用語

定期考査

　　（※潜熱･熱膨張は補講で対応）

　　熱力学第一法則

　　熱機関，熱サイクル，熱効率

第3編　波

　第1章　波と媒質の運動

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

科学的に探求しようとする態度を
養うため，単なる取組や態度の良
し悪しだけではなく，自ら積極的
に学習に取り組もうとする意欲を
ふまえつつも，結果として学習成
果が改善されているかを客観的に
測る。

・授業内観察

　　比熱，熱容量

　　熱量の保存（問題演習） ・熱量の保存
・熱力学第一法則
・熱機関と熱サイクル
・熱機関と熱効率

・波が伝わる媒質の振動と特徴
・縦波，横波
・波長，振動数，周期
・波の速さ

科学的探究に必要な思考力・判断
力・表現力を，観察・実験を通じ
て，あるいはそれに代わる課題や
設問を通じて，総合的に測る。

第2編　熱

　第1章　熱とエネルギー

　　セ氏温度

　　物質の三態，原子や分子の熱運動

　　絶対温度

　　熱量，熱平衡

　　波と媒質の振動



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ 1

○ ○ 6

定期考査

・生体内には多種多様なタンパク質が存在
し，酵素などとしてさまざまな働きをして
いることを理解する。
・タンパク質は，多数のアミノ酸が鎖状に
つながってできたものであることを理解す
る。

・生体内には多種多様なタン
パク質が存在し，酵素などと
してさまざまな働きをしてい
ることを理解している。
・タンパク質は，多数のアミ
ノ酸が鎖状につながってでき
たものであることを理解して
いる。

・タンパク質の様々な働き
や、基本的な構造や性質につ
いて説明できる。

・タンパク質の様々な働き
や、基本的な構造や性質につ
いて、積極的に説明しようと
している。

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現

○

１
学
期 ・遺伝子とDNAと染色体の関係を理解する。

・DNAの構造の特徴を見いだし，DNAの基本的な構
造を理解する。
・塩基の相補性にもとづいてDNAが複製されてい
ることを理解する。
・多細胞生物では，分裂している細胞には細胞周
期がみられることを理解する。
・間期の間にDNAが複製され，細胞分裂を通じて
均等に分配されることで，細胞分裂の前後で遺伝
情報の同一性が保たれることを理解する。

遺伝子とDNAと染色体の関係、DNA
の構造の特徴、DNAの半保存的複
製を理解している。
・細胞分裂時，DNAは2個の娘細胞
に等しく分配されることを理解し
ている。
・間期の間にDNAが複製され，そ
の後分裂期に移行することを理解
している。また，細胞分裂の各過
程で起こる現象を理解している。

・DNAの塩基の相補性とDNAの構造
との関連について説明できる。
・DNAの構造の特徴を説明でき
る。
・DNAの複製のしくみ（半保存的
複製）を説明できる。
・塩基の相補性に着目して，DNA
の複製のしくみを説明できる。

・ヌクレオチド鎖の塩基どうしの
結合にみられる特徴を，積極的に
説明しようとしている。
・DNAの複製について，積極的に
説明しようとしている。
・タマネギの根端を用いた細胞分
裂の観察に学習事項と関連付けて
積極的に取り組んでいる。

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現

○ ○ ○ 7

○ ○ 6

定期考査

・ 代謝には同化と異化があること，また，代謝
に伴うエネルギーの移動にはATPが関わっている
ことを理解する。
・光合成は，光エネルギーによってATPをつく
り，このエネルギーによって有機物を合成するこ
とを理解する。
・呼吸は酵素の働きによって有機物が段階的に分
解されてエネルギーが取り出され，ATPがつくら
れることを理解する。
・酵素の基本的な特徴について理解する。

・代謝には同化と異化があるこ
と，また，代謝に伴うエネルギー
の移動にはATPが関わることを理
解している。
・光合成と呼吸では，共にATPの
合成が行われていることを理解し
ている。
・酵素の特徴を理解し、代謝は，
酵素によって円滑に進行すること
を理解している。

・代謝とは何か説明できる。
・光合成や呼吸において，ATPが
利用される過程と，担う役割につ
いて説明できる。
・複数の化学反応からなる代謝の
過程が，酵素の働きかけで，順を
追って円滑に進行するしくみを説
明できる。

・資料や実験結果からわかること
を積極的に読み取っている。
・代謝について，資料からわかる
ことを積極的に説明している。
・カタラーゼを用いた実験につい
て、手順を考え積極的に関わって
いる。

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現

○

○ ○ 1

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現 ○ ○ ○ 7

・ 生物に共通してみられる特徴は，進化の過程
で共通祖先から受け継がれてきたものであること
を理解する。

態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

・地球上のさまざまな環境には，多種多様な生物
が生息し，生物は多様であることを理解する。

・地球上のさまざまな環境には，
多種多様な生物が生息しており，
生物は多様であることを理解して
いる。
共通の祖先が長い年月の間に変化
して，生物が多様化したことを理
解している。
・いろいろな細胞小器官の働きの
概要を理解している。
・原核細胞と真核細胞の違いを理
解している。

・細胞や生物体の成り立ちについ
て，観察に取り組むことができ、
観察結果をレポートなどにまとめ
ることができる。
・生物にみられる特徴について説
明できる。
・すべての生物に共通する特徴が
ある理由を説明できる。

・細胞の特徴について、主体的に
見いだそうとしている。
・観察結果をまとめ，積極的に説
明しようとしている。
・生物に共通してみられる特徴
と，その由来について積極的に説
明しようとしている。

指導内容
評価規準

評価方法 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象につ
いて理解するとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにす
る。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとす
る態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を
養う。

【思考力、判断力、表現力等】 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎
生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物
現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

第一学習社「高等学校　生物基礎」

第一学習社「セミナー 生物基礎　2023」

理科
自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事
物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 理科 生物基礎
理科 生物基礎 2



○ ○ 1

○ ○ 7

定期考査

３
学
期

合計

70

○ ○ ○ 6

・植生は，相観によって森林・草原・荒原に大別
されることを理解し、植生と環境は密接な関係に
あることに気づく。
・光の強さと光合成速度の関係，陽生植物，陰生
植物の特徴をグラフを通じて理解する。
・乾性遷移の過程について，土壌の形成や光環境
の変化などの環境形成作用に注目して理解する。
・湿性遷移，二次遷移について理解する。
・バイオームの概念を理解し，陸上にはさまざま
なバイオームが成立することを理解する。

・植生，相観，優占種について理
解している。
・陽生植物や陰生植物，陽葉と陰
葉の特徴を理解している。
・乾性遷移、湿性遷移、二次遷移
の過程について理解している。
・バイオームの概念を理解し、年
平均気温と年降水量は，各地域の
バイオームを決める重要な要因と
なっていることを理解している。

・陽葉と陰葉の断面構造の違いと
光環境との関係を考察できる。
・森林が成立する土壌と光環境の
特徴について説明できる。
・遷移が光環境と土壌の状態に左
右されることを考察できる。
・世界のバイオームと年降水量，
年平均気温を示したグラフを読み
取ることができる。

・植生ごとの環境の比較の観察に
積極的に取り組んでいる。
・陽葉と陰葉の断面の観察に積極
的に取り組んでいる。
・溶岩の噴出年代が異なる地点の
植生・環境調査のデータからわか
ることを読み取り，積極的に説明
しようとしている。
・バイオームの分布を決める要因
を積極的に読み取ろうとしてい
る。

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現 ○

・皮膚や粘膜による生体防御について理解する。
・免疫を担う細胞や器官の種類と働きの概要を理
解する。
・自然免疫のしくみを理解する。
・獲得免疫による病原体排除の流れを理解する。
・二次応答や拒絶反応が起こるしくみを理解す
る。
・アレルギーや自己免疫疾患，エイズなど身近な
免疫に関する疾患の生じるしくみを理解する。
・予防接種や血清療法のしくみを理解する。

・皮膚などによる生体防御につい
て理解している。
・自然免疫・獲得免疫のしくみ、
抗原抗体反応のしくみ、二次応答
を理解している。
・アレルギー・自己免疫疾患・エ
イズのしくみを理解している。
・予防接種や血清療法は，二次応
答を利用した医療であることを理
解している。

・生体防御について，物理的・化
学的に病原体の侵入を防ぐしくみ
と，免疫に分けて説明できる。
・自然免疫のしくみについて説明
できる。
・獲得免疫の一次応答の過程を説
明できる。
・ワクチンの接種による感染症予
防のしくみについて説明できる。

・自然免疫、獲得免疫の流れを積
極的に他の人に説明しようとして
いる。
・二次応答によって同じ感染症に
かかりにくいことを積極的に説明
しようとしている。
・ワクチン接種や血清療法につい
て積極的に説明しようとしてい
る。

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現

○ ○ 1定期考査

○ ○ 6

・脳幹の働きと，脳死について理解する。
・自律神経系は交感神経と副交感神経が拮抗的に
働くことによって体内環境を調節していることを
理解する。
・内分泌系による体内環境の調節の特徴について
理解する。
・糖尿病の原因と症状について理解する。
・体温調節のしくみについて理解する。
・血液凝固のしくみと体内環境の維持との関係に
ついて理解する。

・脳幹の働きと脳死について理解
している。
・交感神経と副交感神経の分布と
働きを理解している。
・さまざまな内分泌系のしくみと
ホルモンの働きを理解している。
・糖尿病のしくみを理解してる。
・体温が調節されるしくみを理解
している。
・血液凝固のしくみを理解してい
る。

・運動前後の心拍数の変化につい
て考察し、説明できる。
・交感神経と副交感神経の働きの
関係を説明できる。
・内分泌系と自律神経系の働きの
違いを説明できる。
・血糖濃度上昇時の血糖濃度調節
のしくみについて説明できる。
・血液凝固のしくみについて説明
できる。

・運動前後の心拍数の変化を測定
する実験に積極的に取り組み，考
察に取り組んでいる。
・インスリンの働きと，血糖濃度
が一定の範囲内に保たれるしくみ
について，積極的に説明しようと
している。
・血糖濃度調節のしくみについ
て，積極的に説明しようとしてい
る。

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現

○

○ 1

○ ○ ○ 7

○ ○ 7

○ 6

・恒常性と体液の種類である血液，組織
液，リンパ液について理解する。

・体液の種類と関係について
理解している。
・赤血球，白血球，血小板，
血しょうの特徴や働きを理解
している。

体液の種類と関係について説
明できる。
・赤血球，白血球，血小板，
血しょうの特徴や働きを説明
できる。

体液の種類と関係、赤血球，
白血球，血小板，血しょうの
特徴や働きについて、考察し
積極的に説明しようとしてい
る。

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現

授業への取り組み
状況、実験・観察
レポートや課題で
の思考・判断・表
現

○ ○

２
学
期

・DNAの塩基配列がmRNAの塩基配列に転写され，
アミノ酸配列に翻訳される流れを理解する。
・遺伝暗号表をもとに，あるmRNAが指定するアミ
ノ酸配列を考察できる。
・遺伝子はゲノムの一部であることを理解する。
・全遺伝子が常に発現しているのではなく，細胞
によって発現する遺伝子が異なっていることを理
解する。

・RNAとDNAの違いを理解してる。
・転写と翻訳を理解している。
・ゲノムの概念を理解している。
・真核生物のゲノムと原核生物の
ゲノムの特徴を理解している。
・同じ個体の細胞は，同じゲノム
をもつことを理解している。
・細胞によって発現する遺伝子と
発現しない遺伝子が異なっている
ことを理解している。

・遺伝子として働くDNAの塩基配
列は，どのようにタンパク質の種
類を決定するか説明できる。
・遺伝暗号表をもとに，例示され
たmRNAが指定するアミノ酸配列を
正確に読み取ることができる。
・塩基配列をもとにタンパク質が
合成される過程を説明できる。
・同じゲノムをもつ細胞でも形態
や働きが異なる理由を説明でき
る。

・塩基配列とアミノ酸配列の関係
を，資料から積極的に読み取ろう
としている。
・遺伝暗号表をもとに，例示され
たmRNAが指定するアミノ酸配列を
正確に読み取ろうとしている。

定期考査 ○

○



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

２
学
期

6

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い

○ ○ ○

男子…ソフトボール・水泳
女子…バスケットボール・水泳

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

定期考査

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い ○ ○ ○ 6

男子…ソフトボール・水泳
女子…バスケットボール・水泳

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い ○ ○ ○ 8

男子…ソフトボール
女子…バスケットボール
体力テスト

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

○ ○

○ ○ ○ 8

男子…ソフトボール
女子…バスケットボール

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い

態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

１
学
期

男子…ソフトボール
女子…バスケットボール

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

指導内容
評価規準

評価方法 知 思

定期考査

○ 6

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽し
さや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため，運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに，そ
れらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝
える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取
り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参
画する，一人一人の違いを大切にしようとするなど
の意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，
生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む
態度を養う。

体育
体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体
を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力
の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるように
する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科 保健体育 体育
保健体育 体育 2

新高等保健体育　大修館書店

図説新高等保健　大修館書店

保健体育
体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，
心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するため
の資質・能力を次のとおり育成することを目指す。



○ ○ ○ 6

合計

70

○ 8

男子・女子共通…持久走、バドミン
トン

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い ○ ○

３
学
期

男子・女子共通…持久走、バドミン
トン

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

２
学
期

定期考査

○ ○ 6

定期考査

男子…バスケットボール
女子…ソフトボール

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い ○

男子…バスケットボール
女子…ソフトボール

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

8

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い ○ ○ ○

定期考査

6

男子…バスケットボール
女子…ソフトボール

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い ○

・生涯にわたって継
続して運動に親しむ
ことができる。
・健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態
度が身についてい
る。

・実技テスト
・振り返りシート
・議論・グループ
での話し合い

○ ○ ○

男子…ソフトボール・水泳
女子…バスケットボール・水泳

各種の運動の特性に
応じた技能等及び社
会生活における健
康・安全について理
解するとともに，技
能を身に付けること
ができる。

運動や健康について
の自他や社会の課題
を発見し，合理的，
計画的な解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
ることができる。

○ ○ 8



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○ 1定期考査

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

○ ○ ○ 2

・食事と健康　　　　　　　　　　・
休養・睡眠と健康

生活習慣病などの予防と
回復には，個人の取組と
ともに，健康診断やがん
検診の普及，正しい情報
の発信など社会的な対策
が必要であることについ
て，理解したことを言っ
たり書いたりしている。

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

○ ○ ○ 3

・性感染症・エイズとその予防　　・
生活習慣病の予防と回復　　　　・身
体活動・運動と健康

健康を保持増進するには，ヘルス
プロモーションの考え方に基づ
き，適切な意思決定や行動選択に
より，疾病等のリスクを軽減する
ことを含め，自らの健康を適切に
管理することが必要であるととも
に，環境づくりが重要であること
について，理解したことを言った
り書いたりしている。

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

○ ○

○ ○ ○ 3

・健康に関する意思決定・行動選択
・現代における感染症の問題　　　・
感染症の予防

健康水準，及び疾病構
造の変化には，科学技
術の発達，及び生活様
式や労働形態を含む社
会の状況が関わってい
ることについて，理解
したことを言ったり書
いたりしている。

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

１
学
期

・日本における健康課題の変遷
・健康の考え方と成り立ち
・ヘルスプロモーションと健康に関わ
る環境づくり

健康水準の向上，疾病
構造の変化に伴い，個
人や集団の健康につい
ての考え方も変化して
きていることについ
て，理解したことを
言ったり書いたりして
いる。

指導内容
評価規準

評価方法 知 思

定期考査

○ 3

個人及び社会生活における健康・安全について理解を
深めるとともに，技能を身に付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，
計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的
や状況に応じて他者に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環
境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む
態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える
力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態
度を養う。

保健
保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自ら
の健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにす
る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科 保健体育 保健
保健体育 保健 1

新高等保健体育（大修館　保体702）

図説　新高等保健

保健体育
体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心
と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。



○ ○ ○ 3

合計
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○ 4

・発表、プレゼンテーション　　　・
心肺蘇生法　　　　　　　　　　・日
常的な応急手当

適切な応急手当は，傷
害や疾病の悪化を防い
だり，傷病者の苦痛を
緩和したりすることに
ついて，理解したこと
を言ったり書いたりし
ている。

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

○ ○

○ ○ 1

３
学
期

・発表、プレゼンテーション
・心肺蘇生法

適切な応急手当は，傷
害や疾病の悪化を防い
だり，傷病者の苦痛を
緩和したりすることに
ついて，理解したこと
を言ったり書いたりし
ている。

２
学
期

定期考査

○ ○ 2

定期考査 ○ ○ 1

・安全な社会の形成　　　　　　　・
応急手当の意義と救急医療体制

適切な応急手当は，傷
害や疾病の悪化を防い
だり，傷病者の苦痛を
緩和したりすることに
ついて，理解したこと
を言ったり書いたりし
ている。

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

○

・精神疾患の特徴　　　　　　　　・
事故の現状と発生要因　　　　　　・
交通事故防止の取り組み

人々が精神疾患について正しく理
解するとともに，専門家への相談
や早期の治療などを受けやすい社
会環境を整えることが重要である
こと，偏見や差別の対象ではない
ことについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

4

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

○ ○ ○

定期考査

4

・喫煙と健康
・飲酒と健康　　　　　　　　　　・
薬物乱用と健康

喫煙や飲酒は，生活習慣病などの
要因となり心身の健康を損ねるこ
と，喫煙や飲酒による健康課題を
防止するには，正しい知識の普
及，健全な価値観の育成などの個
人への働きかけ，及び法的な整備
も含めた社会環境への適切な対策
が必要であることについて，理解
したことを言ったり書いたりして
いる。

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート

○

健康の考え方につい
て，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り
組もうとしている。

定期考査
発表、プレゼン
テーション
学習プリント・
ノート ○ ○ ○

・食事と健康　　　　　　　　　　・
休養・睡眠と健康
・がんの予防と回復

生活習慣病などの予防
と回復には，個人の取
組とともに，健康診断
やがん検診の普及，正
しい情報の発信など社
会的な対策が必要であ
ることについて，理解
したことを言ったり書
いたりしている。

健康の考え方につい
て，自他や社会の課題
の解決方法と，それを
選択した理由などを話
し合ったり，ノートな
どに記述したりして，
筋道を立てて説明して
いる。

○ ○ 4



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

歌 器 創

・実技試験
・合唱コンクール参
照

○ ○ ○ 6

・楽譜を正しく読
み、美しい発音で歌
うことができる。
・他パートの音をよ
く聞き、美しいハー
モニーを求めて歌う
ことができる。

・他者と一つの音楽
を作り上げるための
工夫をすることがで
きる。
・他者と声質を合わ
せようと努める。
・総合的なバランス
感覚を身につけよう
とする。

・合唱のクオリティ
を高めようと努力す
る姿勢がみられる。
・客観的に音楽表現
を高めようと追及で
きる。

１
学
期

④合唱コンクールに向けて
　　　　・発声
　　　　・ハーモニー
　　　　・表現
　　　　・ﾋﾟｱﾉとのバランス 〇 〇

・古代ギリシャ時代
の洞察を深め、音楽
の発展の根幹を理解
する。
・世界史、数学、国
語などとリンクし、
幅広い視点で学習す
る。

・音律や楽譜の発展
について得た知識
を、深く楽譜を読む
力に結びつけて音楽
を捕えることができ
る。
・人類の文化として
の音楽を歴史から学
ぶ。

○ 6

③音楽史
　　　　・古代ギリシャの音楽
　　　　・グラスハープと音律
　　　　・ピュタゴラス音律
　　　　・中世の音楽
　　　　・ネウマ譜（楽譜の歴史）
　　　　・現代の楽譜と古代の楽譜
　

〇 〇

・高校生の音楽研究
ノートを活用する。
・楽典の基本的知識
を身につける。
・左記の内容を理解
する。

・楽譜のルールを知
り、読み書きできる
ようになる。
（日、独、英、伊）
・リズムに対する理
解を深める。（3学期
含む）

・美しく記入できて
いる。
・楽譜を読むことの
大切さに気付き、深
く読み取ろうとす
る。
・リズムを正しく演
奏できる。
。

・プリント提出
・筆記試験

○ ○ ○ 8

・ワークシートに積
極的に感想を記入す
る。
・想像したことを文
章にすることができ
る。

・プリント提出
・実技試験

○ ○ ○ 4

②楽典
　　　　・音符と譜表
　　　　・譜表の構造
　　　　・拍子
　　　　・音名（日、英、独、伊）
　　　　・幹音、派生音
　　　　・音部記号
　　　　・ハ音記号
　　　　・拍子の種類

〇

・校歌の楽譜を正し
く写譜することがで
きる。
・校歌を3番まで暗記
して正しい音程で歌
うことができる。
・合唱曲について歌
詞の内容を深く理解
し歌うことができ
る。

・写譜することによ
り、楽譜のルールを
正しく理解すること
ができる。
・混声四部の各パー
トの音で歌うことが
できる。
・合唱としての校歌
の演奏を全体の音楽
表現

・美しく写譜できて
いる。
・生き生きと歌唱し
ている。
・生き生きと協調性
をもって合唱してい
る。

①校歌
　　　　・楽譜写譜
　　　　・歌唱
　　　　・合唱

〇 〇 〇

・プリント提出
・実技試験
・筆記試験

○ ○

知 思 態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

指導内容
表現

鑑
賞

評価規準
評価方法

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び
音楽の多様性について理解するとともに，創意工夫を生かし
た音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにす
る。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや，音
楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことがで
きるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり
音楽を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に
親しみ，音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしてい
く態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ 音楽の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と幅広く関わる資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

MOUSA１ 教育芸術社

高校生のための音楽研究ノート（教育芸術社）

芸術
芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。



合計

70

・日常生活を支える
音楽を分解する。
・音を聞き取って楽
譜に書く（聴音）
・発着メロディを創
作する。
・世界のリズムを学
習する。（民俗学）

・音楽の果たしてい
る役割を考えること
ができる。
・音を聞き取り楽譜
にすることができ
る。
・リズムを読み取っ
て音にすることがで
きる。

ワークシート提出
感想文提出

○ ○ ○ 6

⑩鉄のバイエル
　　　　　　　・鉄道の音楽について
　　　　　　　・生活における音楽の役割
　　　　　　　・メロディを聴音しよう。
　　　　　　　・発着メロディを作曲しよ
う
　　　　　　　・リズムを理解し活用す
る。

〇 〇

・日本の伝統芸能
「能」について学習
する。
・世阿弥について学
習する。
・能楽体験教室向け
た事前学習
・狂言の鑑賞

・日本の伝統芸能に
ついて興味関心を持
ち、能の魅力を発見
する。
・世阿弥が現代もな
お共感を得ている理
由を考える。

・能楽鑑賞教室にお
いて、お囃子体験や
能楽鑑賞体験をす
る。
・プロの実演を鑑賞
する。

ワークシート提出

○ ○ ○ 8

・日常生活を支える
音について多く発見
し、意識することが
できる。
・リズムを楽譜から
読み取り音にしたり
創作したりできる。

３
学
期

⑨日本の伝統芸能
　　　　　　　・能楽講座１，２，３
　　　　　　　・狂言の世界
　　　　　　　・世阿弥の果たした役割
　　　　　　　・能楽体験と鑑賞 〇 〇 〇

・映画「アマデウ
ス」を鑑賞し、モー
ツァルトの生きた時
代と作品について学
習のヒントとする。
・動物の謝肉祭の作
曲者、サン＝サーン
スと時代背景を学
ぶ。

・18世紀のヨーロッ
パの歴史を音楽的視
点から学び、歴史観
に反映する。
・19世紀ヨーロッパ
（フランス）の芸術
文化を同時代の芸術
とともに学習し、楽
しんで鑑賞する。

○ ○ ○ 10

⑧鑑賞
　　　　・映画「アマデウス」
　　　　・動物の謝肉祭　サンサーンス作
曲

〇

・楽器の歴史につい
て興味関心を深め学
習する。
・バロック、古典、
ロマン派の各時代の
名曲とともに作曲家
と作品を学ぶ。

・音楽の発展と時代
背景の関連を意識的
に学習する。
・各時代の生み出し
た人間の感性を音楽
から学び取る。

・楽器の歴史を学ぶ
と、金属の歴史、民
俗の歴史、鉄の歴史
に関連する。そこか
ら誕生した楽器に対
する視点を持つ。
・音楽史上重要な大
作曲家を軸に音楽史
を深く学ぶ。

筆記試験

○ ○ ○ 6

・映画は参考教材で
しかないが、音楽の
生まれた時代や地域
の歴史を知ることが
必要であることを意
識して学習する。
・19世紀後半のフラ
ンスの気風を音楽か
ら紐解く。

ワークシート提出

⑦音楽史
　　　　・楽器の発達と音楽の発展
　　　　・バロックの音楽　バッハ等
　　　　・古典派の音楽　モーツァルト等
　　　　・ロマン派の音楽　ベートーヴェ
ン

〇

・イタリア歌曲を適
切な音量で美しく歌
唱する。
・楽曲分析を行う。
・創作においては、
グループで協力して
歌詞の世界を劇とし
て表現する。

・イタリア歌曲の楽
曲を題材に込められ
た意味を深く解釈し
劇を創作する。初め
て楽曲と出会う人に
わかりやすく伝える
内容を考える。
・他のグループを客
観的に評価する。

⑥歌唱劇
　　　　・イタリア歌曲の歌唱
　　　　・歌曲の世界を掘り下げよう
　　　　・歌唱劇を創作発表しよう。

〇 〇

・ギターの部位の名
称について知る。
・ギターの基本奏法
についてポジション
を実践できる。
・音階を演奏でき
る。
・木星を演奏でき
る。
・第三の男のテーマ

・正しいフォームで
演奏する工夫をす
る。
・左手の指使いを工
夫して演奏する。
・リズムやテンポを
共有してアンサンブ
ルを楽しんで行う。

○ ○ ○ 6

・劇を創作するに当
たり、工夫をする。
・音楽を劇にするこ
とで、表現をより可
視化する。
・他のグループを評
価することで、他者
の感性に触れる。

・発表会

２
学
期

⑤ギター実技
　　　　・ギターについて
　　　　・ギターの基本奏法
　　　　・調弦方法
　　　　・左手のポジション演奏
　　　　・TAB譜で演奏しよう
　　　　・ホルスト「木星」
　　　　・第三の男のテーマ　アンサンブ
ル

〇

・無駄な力を極力入
れずに指を動かす工
夫をする。
・TAB譜を読み取って
正しい音で演奏す
る。
・自分で調弦できる
ようになる。

・実技試験

○ ○ ○ 10〇



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
彫

デ 映

4月　アートカード鑑賞

美の秩序・構成の基本学習１

5月
混色の学習１

6月
文化祭ポスター制作　アイデアスケッチ
文化祭ポスター制作　下絵

文化祭ポスター制作　着彩１

文化祭ポスター制作　着彩２

文化祭ポスター制作　着彩２

文化祭ポスターを通
して創造的な表現を
する事ができ、工夫
したり、作品の完成
度を高める事ができ

たか。

１
学
期

混色の学習２

○

○ 8

7月 ○ 文化祭ポスターの特
質について理解する
とともに，意図に基
づいて表現するため
の技能を身に付けて

いるか。

文化祭ポスターを通
して創造的な表現を
する事ができ、工夫
したり、作品の完成
度を高める事ができ

たか。

文化祭ポスターを通
して主体的に創造し
ようとする意欲、関
心、態度が身につい

ているか。

実技・作品　鑑賞　プリント・記述

○ ○

○ 6

文化祭ポスターを通
して主体的に創造し
ようとする意欲、関
心、態度が身につい

ているか。

実技・作品　　

○ ○

○ ○ ○ 文化祭ポスターの特
質について理解する
とともに，意図に基
づいて表現するため
の技能を身に付けて

いるか。

混色の学習を通して
創造的な表現をする
事ができ、工夫した
り、作品の完成度を
高める事ができた

か。

4

○ 混色の学習の特質に
ついて理解するとと
もに，意図に基づい
て表現するための技
能を身に付けている

か。

教科書掲載作品の模
写の特質について理
解するとともに，意
図に基づいて表現す
るための技能を身に

付けているか。

教科書掲載作品の模
写を通して創造的な
表現をする事がで

き、工夫したり、作
品の完成度を高める

事ができたか。

教科書掲載作品の模
写を通して主体的に
創造しようとする意
欲、関心、態度が身
についているか。

鑑賞　プリント・記
述

○ ○

○ ○ 6

混色の学習を通して
主体的に創造しよう
とする意欲、関心、
態度が身についてい

るか。

実技・作品

指導内容
表現

鑑
賞

評価規準
評価方法

○ ○ ○

造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働き
などについて考え，主題を生成し創造的に発想し構想を練っ
たり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ
方を深めたりすることができるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術
を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，美術文化に親し
み，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

学習全般、鑑賞、教員解説、制作を通して美術への理解を深める。構成の基本学習では、各構成を絵画、デザイン、建築作品
の鑑賞と制作を通して理解を深め、混色学習で絵画における混色の重要さの理解と習得により、その後のポスター制作に生か
せるようにする。木彫課題では、木の特性、用具の理解、使用により作品を制作、完成させることを目標とする。フィギア制
作では、素材の理解、形体と空間の相互関係、動勢、作品の重心を意識した制作を考える。

知 思 態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ

ガイダンス　教科書掲載作品の模写

美の秩序・構成の基本学習２

光村「美術１」

芸術
芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとと
もに，意図に応じて表現方法を創意工夫し，創造的に表すこ
とができるようにする。



木彫　壁掛け鏡　アイデアスケッチ１
木彫　壁掛け鏡　アイデアスケッチ２

木彫　壁掛け鏡　アイデアスケッチ３　

木彫　壁掛け鏡　転写　彫り１

木彫　壁掛け鏡　転写　彫り２
木彫　壁掛け鏡　彫り２

木彫　壁掛け鏡　彫り４

12月
木彫　壁掛け鏡　着彩１
木彫　壁掛け鏡　着彩２

木彫　壁掛け鏡　着彩３

木彫　壁掛け鏡　着彩４　完成

1月
フィギア制作　アイデアスケッチ１
フィギア制作　アイデアスケッチ２

フィギア制作　芯材制作
フィギア制作　塑造２

フィギア制作　塑造３

合計

70

フィギア制作を通し
て創造的な表現をす
る事ができ、工夫し
たり、作品の完成度
を高める事ができた

か。

○ 6

2月 ○ ○ ○ フィギア制作の特質
について理解すると
ともに，意図に基づ
いて表現するための
技能を身に付けてい

るか。

フィギア制作を通し
て創造的な表現をす
る事ができ、工夫し
たり、作品の完成度
を高める事ができた

か。

フィギア制作を通し
て主体的に創造しよ
うとする意欲、関

心、態度が身につい
ているか。

実技・作品

○ ○

○ 8

フィギア制作を通し
て主体的に創造しよ
うとする意欲、関

心、態度が身につい
ているか。

実技・作品　鑑賞
プリント・記述

○ ○

３
学
期

○ フィギア制作の特質
について理解すると
ともに，意図に基づ
いて表現するための
技能を身に付けてい

るか。

木彫　壁掛け鏡を通
して創造的な表現を
する事ができ、工夫
したり、作品の完成
度を高める事ができ

たか。

○

○ ○ 10

○ 木彫　壁掛け鏡の特
質について理解する
とともに，意図に基
づいて表現するため
の技能を身に付けて

いるか。

木彫　壁掛け鏡を通
して創造的な表現を
する事ができ、工夫
したり、作品の完成
度を高める事ができ

たか。

木彫　壁掛け鏡を通
して主体的に創造し
ようとする意欲、関
心、態度が身につい

ているか。

実技・作品　鑑賞　プリント・記述

○

○ 6

木彫　壁掛け鏡を通
して主体的に創造し
ようとする意欲、関
心、態度が身につい

ているか。

実技・作品

○ ○

○ ○ 10

10月 ○ 木彫　壁掛け鏡の特
質について理解する
とともに，意図に基
づいて表現するため
の技能を身に付けて

いるか。

木彫　壁掛け鏡を通
して創造的な表現を
する事ができ、工夫
したり、作品の完成
度を高める事ができ

たか。

木彫　壁掛け鏡を通
して主体的に創造し
ようとする意欲、関
心、態度が身につい

ているか。

実技・作品　鑑賞　プリント・記述

○

○ ○ 6

木彫　壁掛け鏡を通
して創造的な表現を
する事ができ、工夫
したり、作品の完成
度を高める事ができ

たか。

木彫　壁掛け鏡通し
て主体的に創造しよ
うとする意欲、関

心、態度が身につい
ているか。

実技・作品

２
学
期

9月 ○ ○ 木彫　壁掛け鏡の特
質について理解する
とともに，意図に基
づいて表現するため
の技能を身に付けて

いるか。

11月 ○ ○ 木彫　壁掛け鏡の特
質について理解する
とともに，意図に基
づいて表現するため
の技能を身に付けて

いるか。



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 C 組～ F 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

 □ 書写から書道へ

・ 書の体験
・ 文字の変遷

 ■ 漢字の書

古典に基づく学習

表現を比べよう

楷書・『九成宮醴泉銘』

・『孔子廟堂碑』

・『雁塔聖教序』

・『自書告身』

（・『牛橛造像記』）

表現を比べよう

行書

・『蘭亭序』

・『風信帖』

隷書・特徴と基本用筆　『曹全碑』

漢字の書の創作

○ ○ ○

１
学
期

書の美しさや良さを
甘受し、作品の書の
意味や価値について
考えながら、鑑賞の
幅広い学習に取り組
もうとしている。

書への向き合い方
として臨書の態度
と方法について理
解をし、その定義と
書道用語が習得で
きているかを確認
する。

○

○ 8

○ ○ ・線質・字形・構成等
の表現方法と風趣との
関わり、日本および中
国の書の伝統と文化に
ついて理解している。
・漢字の書の古典に基
づく基本的な用筆や運
筆、線質、字形や構成
を生かした表現を身に

付けている。

・行書や隷書古典の書
風や書体に適った用筆
や運筆、字形、構成に
ついて工夫している。
・行書や隷書古典の価
値とその根拠について
考え、書の美しさや良
さを味わい捉えてい

る。

・楷書古典の書風や書
体に適った用筆や運

筆、字形、構成につい
て工夫している。

・楷書古典の価値とそ
の根拠について考え、
書の美しさや良さを味

わい捉えている。

・自身の意図に基づく
表現を楷書の表現の特
質のなかで捉え 幅広い
表現の学習活層に主体
的に取り組もうとして

いる。
・楷書古典の美しさや
良さを甘受して幅広い
鑑賞の学習に取り込も

うとしている。

楷書の古典作品を
幅広く臨書する活
動を通じて、個々
の作品の特性を踏
まえた表現ができ
ているかどうかを
見取る。

○ ○

6

・自身の意図に基づく
表現を行隷書の表現の
特質のなかで捉え、幅
広い表現の学習活層に
主体的に取り組もうと

している。
・行書や隷書古典の美
しさや良さを甘受して
幅広い鑑賞の学習に取
り込もうとしている。

行・隷書の古典作
品を幅広く臨書す
る活動および創作
活動を通じて、
個々の作品の特性
を踏まえた表現が
できているかどうか
を見取る。

○ ○ ・楷書古典の書風や書
体と用筆・運筆との関
わりを理解している。
・楷書古典に基づく基
本的な用筆・運筆の技
能、楷書古典の線質や
字形を生かした表現を

身に付けている。

漢字の書の古典の価
値とその根拠につい
て考え、書の美しさ
や良さを味わい、捉

えている。

○ ○ ○ 4

○ ○ 日本および中国の文
字の伝統と文化、漢
字の書体の変遷、書
の伝統的な鑑賞の方
法や形態について理

解している。

・用具用材の特徴と
表現効果とのかかわ
りについて理解して

いる。
・目的や用途に即し
た効果的表現、楷書
と仮名、行書と仮名
の調和した表現の仕
方を身に付けてい

る。

中学校書写で学んだ
漢字と仮名の調和し
た字形、文字の大き
さなど意図に基づい
た表現について構想
し工夫している。

漢字仮名交じりの表
現の特質に基づく幅
広い表現の学習活動
に主体的に取り組も

うとしている。

　書体や表現方法
の違いに留意しな
がら、自らの意図
に応じて文字や書
体を選んで表現し
ようとしているかど
うか見取る。

　 ○

○ ○ 6

知 思 態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

指導内容
表現

鑑
賞

評価規準
評価方法

書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解する
とともに，書写能力の向上を図り，書の伝統に基づき，効果
的に表現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工
夫したり，作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え，書の
美を味わい捉えたりすることができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好す
る心情を育むとともに，感性を高め，書の伝統と文化に親し
み，書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

書道Ⅰ
書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

東京書籍『書道Ⅰ』

ワークシート・プリント教材

書道Ⅰ
芸術の幅広い活動を通して，各科目における見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。



●仮名の書
・仮名の成立

・仮名を書く準備
・平仮名の単体
・連綿
・変体仮名

・『高野切第三種』

・『関戸本古今和歌集』

・全体の構成

・仮名の書の創作

・古筆を生かそう

●漢字仮名交じりの書

表現比べよう

・表現の工夫

線による表現の広がり

用具・用材による表現

紙面構成

古典を生かした表現

創作―言葉と書を調和させよう－

合計

70

8

・自身の意図に基づく表現を漢
字仮名交じりの書の表現の特質
のなかで捉え、幅広い表現の学
習活層に主体的に取り組もうと

している。
・漢字仮名交じりの書の美しさ
や良さを甘受して幅広い鑑賞の
学習に取り込もうとしている。

漢字仮名交じりの
書の作品を幅広く
創作する活動を通
じて、個々の作品
の特性を踏まえた
表現ができている
かどうかを見取る。

○ ○ ○

・自身の意図に基づく
表現を仮名の表現の特
質のなかで捉え、幅広
い表現の学習活層に主
体的に取り組もうとし

ている。
・散らし書きの美しさ
や良さを甘受して幅広
い鑑賞の学習に取り込

もうとしている。

仮名の書の作品を
創作する活動を通
じて、その表現が
特性を捉えたもの
になっているかどう
かを見取る。

○ ○

○ 6

○ ○ ・用具用材の特徴と表
現効果との関わり、名
筆や現代の書の表現に
ついて理解している。
・目的や用途に即した
効果的な表現や、漢字
と仮名の調和した線質
による表現の技能を身

に付けている。

・名筆の書風を利用し
たうえで漢字と仮名の
調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成な
どについて構想し工夫

している。
・創造された作品の価
値とその根拠について
考え、書の美しさや良
さを味わい捉えてい

る。

・漢字と仮名の調和し
た字形、文字の大き

さ、全体の構成などに
ついて構想し工夫して

いる。
・創造された作品の価
値とその根拠について
考え、書の美しさや良
さを味わい捉えてい

る。

・自身の意図に基づく表現を漢
字仮名交じりの書の表現の特質
のなかで捉え、幅広い表現の学
習活層に主体的に取り組もうと

している。
・漢字仮名交じりの書の美しさ
や良さを甘受して幅広い鑑賞の
学習に取り込もうとしている。

漢字仮名交じりの
書の作品を幅広く
試作する活動を通
じて、個々の作品
の特性を踏まえた
表現ができている
かどうかを見取る。

○ ○

３
学
期

○ ・用具用材の特徴と表
現効果との関わりにつ
いて理解している。

・目的や用途に即した
効果的な表現や、漢字
と仮名の調和した線質
による表現の技能を身

に付けている。

・紙面構成に適った
用筆や運筆、字形、
構成についてその構
想を工夫している。
・行書きや散らし書
きと余白のとり方に
ついて考え、書の美
しさや良さを味わい

捉えている。

○ ○ 10

○ ○ ・用具用材の特徴と
表現効果との関わり
や用筆・運筆の関わ
りを理解している。
・仮名古筆の基本的
用筆・運筆の技能、
連綿と単体、線質や
字形を生かした表現
を身に付けている。

・仮名の古筆の書風や
書体に適った用筆や運
筆、字形、構成につい

て工夫している。
・仮名の古筆の価値と
その根拠について考

え、書の美しさや良さ
を味わい捉えている。

・自身の意図に基づく
表現を仮名の古筆の表
現の特質のなかで捉

え、幅広い表現の学習
活層に主体的に取り組

もうとしている。
・仮名の古筆の美しさ
や良さを甘受して幅広
い鑑賞の学習に取り込

もうとしている。

仮名の古筆の作品
を幅広く臨書する
活動を通じて、
個々の作品の特性
を踏まえた表現が
できているかどうか
を見取る。

○

○ ○ ・線質や書風と用筆・
運筆との関わりについ

て理解している。
・仮名の古筆に基づく
基本的な用筆運筆の技
能や単体と連綿など、
線質と字形を生かした
表現を身に付けてい

る。

○ 6

6

10

○ ・用具用材の特徴と表
現効果との関わりや用
筆・運筆との関わりを

理解している。
・仮名古筆の基本的な
用筆・運筆の技能、連
綿と単体、線質や字形
を生かした表現を身に

付けている。

・仮名古筆の書風や書
体に適った用筆や運

筆、字形、構成につい
てその構想を工夫して

いる。
・仮名古筆の価値とそ
の根拠について考え、
書の美しさや良さを味

わい捉えている。

仮名の書の美しさや
良さを甘受し、作品
の書の意味や価値に
ついて考えながら、
鑑賞の幅広い学習に
取り組もうとしてい

る。

仮名の書の石碑等
に遺されている作
品を臨書する活動
を通じて、その表現
が特性を捉えたも
のになっているか
どうかを見取る。

○ ○ ○

・自身の意図に基づく
表現を仮名の書の表現
の特質のなかで捉え 幅
広い表現の学習活層に
主体的に取り組もうと

している。
・仮名古筆の美しさや
良さを甘受して幅広い
鑑賞の学習に取り込も

うとしている。

仮名の書の用具用
材の準備から線
質・字形を経た表
現方法について、
その特性を捉えた
ものになっている
かどうか判断する。

○ ○ ○

２
学
期

○ 日本の文字と書の伝
統、文化、仮名の成
立について理解して

いる。

真名についてどのよ
うに表現されている
かを考察し、一字一
音に照らしたその読
み方について味わい

捉えている。



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読
話
や

話
発

書

Lesson 2

○ ○ 1

○ ○ 13

Toward Sustainable Development
Goals

定期考査

〇 〇 ○

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
プレゼンテーション
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

○ ○ ○ 14

Contributing to Our Planet

Further Reading 1

〇 〇 〇

消える音・弱くなる
音，短縮形の特徴や決
まりを理解している。
買い物袋についての対
話を聞き取る技能を身
につけている。関係代
名詞，使役動詞を理解
している。若者の環境
への取り組みについて
書かれた説明文を読み
取る技能を身につけて
いる。若者の環境への
取り組みについて，説
明文の概要を話して伝
える技能を身につけて
いる。環境問題につい
て，自分の考えを理由
とともに話して伝え合
う技能を身につけてい
る。関係代名詞，使役
動詞（または，依頼を

環境問題への影響を理
解するために，買い物
袋についての対話を聞
いて，概要をとらえて
いる。あらすじを発表
するために，若者の環
境への取り組みについ
て書かれた説明文を読
んで，概要をとらえて
いる。読んだ英文の内
容を相手に知らせるた
めに，若者の環境への
取り組みについて，絵
や写真を見ながら概要
を話して伝えている。
環境問題を解決するた
めに，その手段につい
て，自分の考えを理由
とともに話して伝え
合っている。情報や考
えを電子メールに書い

環境問題への影響を理
解するために，買い物
袋についての対話を聞
いて，概要をとらえよ
うとしている。あらす
じを発表するために，
若者の環境への取り組
みについて書かれた説
明文を読んで，概要を
とらえようとしてい
る。読んだ英文の内容
を相手に知らせるため
に，若者の環境への取
り組みについて，絵や
写真を見ながら概要を
話して伝えようとして
いる。環境問題を解決
するために，その手段
について，自分の考え
を理由とともに話して
伝え合おうとしてい

Lesson 3

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

○ ○ 1

○

クラブの活動内容を理
解するために，クラブ
活動についての対話を
聞いて，要点をとらえ
ようとしている。あら
すじを発表するため
に，エリザ・シドモア
について書かれた物語
文を読んで，概要をと
らえようとしている。
友人からの依頼を理解
するために，ペットに
ついての説明を聞い
て，概要や必要な情報
をとらえようとしてい
る。あらすじを発表す
るために，ペットにつ
いて書かれた物語文を
読んで，概要をとらえ
ようとしている。ペッ
トについて，概要を話
して伝えようとしてい

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
プレゼンテーション
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

○ ○ ○ 14

○ ○ 13

〇

英語の強弱のリズムや
イントネーションの特
徴や決まりを理解して
いる。クラブ活動につ
いての対話を聞き取る
技能を身につけてい
る。５文型，受動態，
to不定詞を理解してい
る。ペットに関する語
彙や，つながりやすい
音・変化しやすい音の
特徴や決まりを理解し
ている。ペットについ
ての対話を聞きとる技
能を身につけている。
現在完了形・現在完了
進行形，分詞の限定用
法を理解している。
ペットについて，物語
の概要を話して伝える
技能を身につけてい
る。

クラブの活動内容を理
解するために，クラブ
活動についての対話を
聞いて，要点をとらえ
ている。あらすじを発
表するために，エリ
ザ・シドモアについて
書かれた物語文を読ん
で，概要をとらえてい
る。友人からの依頼を
理解するために，ペッ
トについての説明を聞
いて，概要や必要な情
報をとらえている。あ
らすじを発表するため
に，ペットについて書
かれた物語文を読ん
で，概要をとらえてい
る。読んだ物語の内容
を相手に知らせるため
に，ペットについて，
絵や写真を見ながら概

１
学
期

Lesson 1

〇 〇 〇 〇

Intercultural Relationships

〇 〇 〇

Love beyond Species

定期考査

思 態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

指導内容
領域 評価規準

評価方法 知

聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

ア 日常的な話題について，話され
る速さや，使用される語句や文，
情報量などにおいて，多くの支援
を活用すれば，必要な情報を聞き
取り，話し手の意図を把握するこ
とができるようにする。
イ 社会的な話題について，話され
る速さや，使用される語句や文，
情報量などにおいて，多くの支援
を活用すれば，必要な情報を聞き
取り，概要や要点を目的に応じて
捉えることができるようにす
る。

ア 日常的な話題について，使用さ
れる語句や文，情報量などにおい
て，多くの支援を活用すれば，必
要な情報を読み取り，書き手の意
図を把握することができるように
する。
イ 社会的な話題について，使用さ
れる語句や文，情報量などにおい
て，多くの支援を活用すれば，必
要な情報を読み取り，概要や要点
を目的に応じて捉えることができ
るようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語
句や文，対話の展開などにおいて，多
くの支援を活用すれば，基本的な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちな
どを話して伝え合うやり取りを続ける
ことができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語
句や文，対話の展開などにおいて，多
くの支援を活用すれば，聞いたり読ん
だりしたことを基に，基本的な語句や
文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を論理性に注意して話して伝え合うこ
とができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語
句や文，事前の準備などにおいて，多
くの支援を活用すれば，基本的な語句
や文を用いて，情報や考え，気持ちな
どを論理性に注意して話して伝えるこ
とができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語
句や文，事前の準備などにおいて，多
くの支援を活用すれば，聞いたり読ん
だりしたことを基に，基本的な語句や
文を用いて，情報や考え，気持ちなど
を論理性に注意して話して伝えること
ができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおい
て，多くの支援を活用すれば，基本
的な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理性に注意して
文章を書いて伝えることができるよ
うにする。
イ 社会的な話題について，使用する
語句や文，事前の準備などにおい
て，多くの支援を活用すれば，聞い
たり読んだりしたことを基に，基本
的な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理性に注意して
文章を書いて伝えることができるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳
細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ
英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五つの
領域別に設定された目標の実現を目指した指導を通して，上記の【知識及び技能】及び【思考力、判断力、表現力等】に示す
資質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通して，【学びに向かう力、人間性等】に示す資質・能力を育成する。

ELEMENT English Communication Ⅰ（啓林館）

教科書準拠ワークブック（啓林館）、オールイアーズ 改訂版 ベーシック（美誠社）,ラピッド・リーディング 改訂版 Level 1（美誠社）

外国語
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に
表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 外国語 英語コミュニケーションⅠ
外国語 英語コミュニケーションⅠ 4



合計

○ ○ 1定期考査

140

Technology and
Discoveries

Lesson 8

〇 〇 〇 〇

Standing Up for Human Rights

科学イベントの内容に
ついて知るために，イ
ベントのスケジュール
や研究内容のプレゼン
テーションを聞いて，
概要をとらえようとし
ている。あらすじを発
表するために，思わぬ
発見をする才能につい
て書かれた説明文を読
み，概要をとらえよう
としている。人権につ
いての理解を深めるた
めに，人権に関する身
近な事柄についての対
話を聞いて，概要をと
らえようとしている。
あらすじを発表するた
めに，ネルソン・マン
デラとラグビーについ
て書かれた物語文を読

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
プレゼンテーション
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

〇

順序を表す表現(first,
after, followed byな
ど)や現在完了進行形を
理解している。科学イ
ベントについての説明
などを聞き取る技能を
身につけている。形式
主語のit，be動詞の補
語になるthat節を理解
している。思わぬ発見
をする才能について書
かれた説明文を読み取
る技能を身につけてい
る。分詞の限定用法や
確認の表現などを理解
している。人権に関す
る身近な事柄について
の対話を聞き取る技能
を身につけている。ネ
ルソン・マンデラとラ
グビーについて書かれ

科学イベントの内容に
ついて知るために，イ
ベントのスケジュール
や研究内容のプレゼン
テーションを聞いて，
概要をとらえている。
あらすじを発表するた
めに，思わぬ発見をす
る才能について書かれ
た説明文を読み，概要
をとらえている。人権
についての理解を深め
るために，人権に関す
る身近な事柄について
の対話を聞いて，概要
をとらえている。あら
すじを発表するため
に，ネルソン・マンデ
ラとラグビーについて
書かれた物語文を読
み，概要をとらえてい

〇

○ ○ 1

３
学
期

Lesson 7

〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 14

○ ○ ○ 13

定期考査

〇

○ ○ ○ 14

Language and
Culture

Further Reading ２

〇 〇 〇 〇

関係代名詞の非限定用
法を理解している。天
気などの話題について
のラジオニュースを聞
き取る技能を身につけ
ている。関係代名詞の
非限定用法，分詞構文
を理解している。角野
栄子のスピーチを読み
取る技能を身につけて
いる。角野栄子のス
ピーチの概要を話して
伝える技能を身につけ
ている。好きなことな
どを紹介する表現を理
解している。好きなア
ニメや漫画などについ
て，情報や自分の気持
ちを理由とともに話し
て伝える技能を身につ
けている。

時事的な出来事につい
て知るために，天気な
どについてのラジオ
ニュースを聞いて，要
点や詳細をとらえてい
る。あらすじを発表す
るために，角野栄子の
スピーチを読んで，概
要をとらえている。読
んだ英文の内容を相手
に知らせるために，角
野栄子のスピーチにつ
いて，絵や写真を見な
がら概要を話して伝え
ている。友人に紹介す
るために，好きなアニ
メや漫画などについ
て，情報や自分の気持
ちを理由とともに話し
て伝えている。

時事的な出来事につい
て知るために，天気な
どについてのラジオ
ニュースを聞いて，要
点や詳細をとらえよう
としている。あらすじ
を発表するために，角
野栄子のスピーチを読
んで，概要をとらえよ
うとしている。読んだ
英文の内容を相手に知
らせるために，角野栄
子のスピーチについ
て，絵や写真を見なが
ら概要を話して伝えよ
うとしている。友人に
紹介するために，好き
なアニメや漫画などに
ついて，情報や自分の
気持ちを理由とともに
話して伝えようとして

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
プレゼンテーション
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

○ 13

Pictures without Shadows

○ ○

Lesson 6

〇 〇 〇 〇 〇

13

Respecting Each Other

定期考査 ○ 1○

○

○ ○ ○

〇 〇

時間を表す表現（in
about five minutes,
at half past threeな
ど） を理解している。
博物館の見学について
の説明を聞き取る技能
を身につけている。過
去完了形，知覚動詞を
理解している。戦争中
の体験について書かれ
た物語文を読み取る技
能を身につけている。
現在完了形・過去完了
形や関係副詞を理解し
ている。学校での問題
についての対話を聞き
取る技能を身につけて
いる。関係代名詞の
what, 関係副詞を理解
している。

〇 〇

午後の予定を知るため
に，博物館の見学につ
いての説明を聞いて，
概要や要点をとらえよ
うとしている。あらす
じを発表するために，
戦争中の体験について
書かれた物語文を読
み，概要をとらえよう
としている。読んだ英
文の内容を相手に知ら
せるために，戦争中の
体験について，絵や写
真を見ながら概要を話
して伝えようとしてい
る。友人についてよく
知るために，高校生の
日常についての対話を
聞いて，概要や要点を
とらえようとしてい
る。書かれた物語文を
読んで，概要をとらえ

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
プレゼンテーション
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

○ ○

午後の予定を知るため
に，博物館の見学につ
いての説明を聞いて，
概要や要点をとらえて
いる。あらすじを発表
するために，戦争中の
体験について書かれた
物語文を読み，概要を
とらえている。読んだ
英文の内容を相手に知
らせるために，戦争中
の体験について，絵や
写真を見ながら概要を
話して伝えている。友
人についてよく知るた
めに，高校生の日常に
ついての対話を聞い
て，概要や要点をとら
えている。実際にあっ
た出来事について書か
れた物語文を読んで，
概要をとらえている。

２
学
期

Lesson 4

〇 〇 〇 14

Messages for
World Peace

Lesson 5

〇 〇 〇



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ 教科書準拠ワークブック（啓林館）、Breakthrough Upgraded English Grammar in 36 Lessons（美誠社） ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読
話
や

話
発

書

英語学習の期間や海
外の渡航経験などに
ついて，情報や考え
などを話すことがで
きる。情報や考えを
整理し，簡単な語句
や文を用いて書くこ
とができる。

○ ○ 1

Have you ever tried it before?

定期考査

〇

現在完了形や現在完
了進行形の意味や用
法，経験を尋ねる表
現を理解することが
できる。情報や考
え，気持ちなどを理
由とともに書くこと
ができる。

○

○ ○ ○ 6

I’m planning a day trip this
weekend.

Lesson ４

〇

現在や過去を表す時
制の意味や用法，激
励や励ます表現を理
解することができ
る。情報や考え，気
持ちなどを理由とと
もに書くことができ
る。

自分の習慣や週末に
したことについて，
情報や考え，気持ち
などを話すことがで
きる。情報や考え，
気持ちなどを整理
し，簡単な語句や文
を用いて書いてい
る。

自分の習慣や週末に
したことについて，
情報や考え，気持ち
などを話そうとして
いる。情報や考えを
整理し，簡単な語句
や文を用いて書こう
としている。

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価英語学習の期間や海

外の渡航経験などに
ついて，情報や考え
を話そうとしてい
る。情報や考えを整
理し，簡単な語句や
文を用いて書こうと
している。

○ ○ ○ 7

Lesson ３

〇 〇 〇

様々な疑問文や命令
文，感嘆文の意味や
用法，相手の発話に
応答する表現を理解
することができる。
情報や考え，気持ち
などを理由とともに
書くことができる。

日常生活や日課につ
いて，情報や考え，
気持ちなどを話すこ
とができる。情報や
考え，気持ちなどを
整理し，簡単な語句
や文を用いて書くこ
とができる。

7

How about joining our group?

定期考査

学校の授業や行事な
どについて，情報や
考え，気持ちなどを
話すことができる。
情報や考えを整理
し，簡単な語句や文
を用いて書くとがで
きる。

学校の授業や行事な
どについて，情報や
考え，気持ちなどを
話そうとしている。
情報や考えを整理
し，簡単な語句や文
を用いて書こうとし
ている。

○ ○

○ 1１
学
期

Lesson 1

〇 7

I want to introduce my new friend.

Lesson ２

〇 〇

文型と動詞の意味や
用法，賛成・反対す
る表現を理解するこ
とができる。情報や
考え，気持ちなどを
理由とともに書くこ
とができる。

日常生活や日課につ
いて，情報や考え，
気持ちなどを話して
伝えようとしてい
る。情報や考え，気
持ちなどを整理し，
簡単な語句や文を用
いて書こうとしてい
る。

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

○ ○ ○

○

〇 〇

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開な
どにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を
用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合ったり，や
り取りを通して必要な情報を得たりすることができるように
する。
イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や
文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用すれば，
ディベートやディスカッションなどの活動を通して，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用
いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して
伝え合うことができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備な
どにおいて，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を
用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫
して話して伝えることができるようにする。
イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や
文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，ス
ピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して，聞いたり
読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用い
て，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝
えることができるようにする。

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備など
において，多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用い
て，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して文
章を書いて伝えることができるようにする。
イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，
事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞いたり
読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を用い
て，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して文章を書い
て伝えることができるようにする。

指導内容
領域 評価規準

評価方法 知 思 態
配当
時数知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

【学びに向かう力、人間性等】
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅰ
英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの三つの領域別に設定された目
標の実現を目指した指導を通して，上記の【知識及び技能】及び【思考力、判断力、表現力等】に示す資質・能力を一体的に
育成するとともに，その過程を通して，【学びに向かう力、人間性等】に示す資質・能力を育成する。

話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと

Vision Quest  English Logic and Expression I  Advanced（啓林館）

外国語
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に
表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによ
る実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳
細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2



合計

○

70

情報や考え，気持ち
などを理由や具体例
とともに話して伝え
合おうとしている。
情報や考えを整理
し，簡単な語句や文
を用いて書こうとし
ている。

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

○

6

If I were you, I’d see it as a
positive.

定期考査

〇

仮定法過去，仮定法
過去完了，未来のこ
とを表す仮定法の意
味や用法を理解する
ことができる。情報
や考え，気持ちなど
を書くことができ
る。

情報や考え，気持ち
などを理由や具体例
とともに話して伝え
合うことができる。
情報や考え，気持ち
を整理し，簡単な語
句や文を用いて書く
ことができる。

○ 1

様々な比較表現の意
味や用法，提案する
表現を理解すること
ができる。情報や考
え，気持ちなどを理
由や具体例とともに
書くことができる。

情報や考え，気持ち
などを理由や具体例
とともに話して伝え
合うことができる。
比較した情報や考え
を整理し，簡単な語
句や文を用いて書く
ことができる。

Which do you prefer, cheaper beans
or expensive ones?

Lesson １２

〇 〇

○ ○ 1

３
学
期

Lesson １１

〇 ○ ○ 6

情報や考え，気持ち
などを理由や具体例
とともに話して伝え
合おうとしている。
情報や考え，気持ち
を整理し，簡単な語
句や文を用いて書こ
うとしている。

○ ○ ○

〇

情報や考え，気持ち
などを理由や詳細と
ともに話して伝え合
おうとしている。情
報や考え，気持ち簡
単な語句や文を用い
て書いて伝えようと
している。

○ ○〇 〇 〇

関係代名詞の意味や
用法，定義する表現
を理解することがで
きる。。情報や考
え，気持ちなどを理
由や具体例とともに
書くことができる。

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

○

定期考査

情報や考え，気持ち
などを理由や詳細と
ともに話して伝え合
うことができる。情
報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句
や文を用いて書くこ
とができる。

○ ○ 7

What sport do you like playing?

Lesson ９

Digital media has come a long way.

Lesson １０

動名詞の意味や様々
な用法，分詞の意味
や用法，描写する表
現を理解することが
できる。情報や考
え，気持ちなどを話
し合うことができ
る。

クラスの生徒が自由
時間にする好きなこ
とを，情報や考えな
どとともに話すこと
ができる。情報や考
え，気持ちを簡単な
語句や文を用いて書
くことができる。

クラスの生徒が自由
時間にする好きなこ
とを，情報や考えな
どとともに話そうと
している。情報や考
え，気持ちを簡単な
語句や文を用いて書
こうとしている。

Lesson ８

〇 〇 〇

○ 6

That’s why I decided to go back.

○ ○ 1定期考査

不定詞（名詞的用
法・形容詞的用法・
副詞的用法）の意味
や用法，感謝する表
現を理解することが
できる。情報や考
え，気持ちなどを書
くことができる。

高校生にとって重要
なことについて，情
報や考え，気持ちな
どを話すことができ
る。情報や考えを整
理し，簡単な語句や
文を用いて書くこと
ができる。

自分や相手の義務や
能力について，情報
や考え，気持ちなど
を理由や詳細ととも
に話そうとしてい
る。情報や考えを整
理し，簡単な語句や
文を用いて書こうと
している。

定期考査
課題テスト
小テスト
小テストに取り組む
態度
課題・レポート
振返りシート
自己評価・他者生
徒評価

○ ○ ○ 6

○ ○ 7

パートナーと議論す
るために，情報や考
えを理由とともに話
そうとしている。情
報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句
や文を用いて書こう
としている。

○

〇

助動詞の意味や用法
を理解することがで
きる。基本的な受動
態や様々な受動態の
用法を理解すること
ができる。情報や考
え，気持ちなどを理
由とともに書くこと
ができる。。

自分や相手の義務や
能力について，情報
や考え，気持ちなど
を理由や詳細ととも
に話すことができ
る。情報や考えを整
理し，簡単な語句や
文を用いて書くこと
ができる。

２
学
期

Lesson ５

〇

What do you want to do after
school?

Lesson ６

Did you hear about the new shop?

Lesson ７

〇 〇

I’m happy to have you with us.



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 9

定期考査
○ ○ 1

課題提出

小テスト

主体的に取り組む態度 ○ ○ ○ 9

・アナログとディジタルの意味，情報量の単位を学
ぶ。
・AD，DAコンバータについて学ぶ。
・ペイント系ソフト，ドロー系ソフトについて学ぶ。
・画像処理ソフトを用いて，様々な画像処理を行う。
・2進数，10進数，16進数について学ぶ。
・文字コードについて学ぶ。
・標本化，量子化，符号化について学ぶ。
・標本化周波数と量子化の段階数について学ぶ。
・加法混色と減法混色について実習を通して学ぶ。
・色のディジタル表現について学ぶ。
・画像のディジタル化の仕組みについて学ぶ。
・階調や解像度について学ぶ。
・動画再生ソフトを用いて再生速度を変える実習を行
う。
・オートシェイプを用いて立体図形を描画する実習を
行う。
・圧縮の必要性と形式について学ぶ。
・圧縮の仕組みについて学ぶ。
・音声や画像のデータ量，プリンタの解像度の計算問
題を解く。
・通信速度や補数による計算問題を解く。

第4章　ネットワーク 課題提出

小テスト

主体的に取り組む態度
○ ○

第2章　情報デザイン
コミュニケーションとメディア
情報デザインと表現の工夫
Webページと情報デザイン

課題提出

小テスト

主体的に取り組む態度 ○ ○ ○ 8

態
配当
時数

１
学
期

第1章　情報社会
情報と情報社会
問題解決の考え方
個人情報とその扱い
知的財産権

・情報や情報社会についての意味を理解
する。
・情報の特徴を理解する。
・情報社会がもたらした生活やビジネス
の変化について学ぶ。
・インターネットの特質と個人の責任，
心構えなどについて学ぶ。
・コンピュータを利用した犯罪と，被害
者にならないための心構えを学ぶ。
・コンピュータの健康への影響や，情報
格差への対応について学ぶ。
・個人情報の流出の実態とその防止方法
について学ぶ。
・個人情報とその保護などについて調べ
る。
・メディアの特徴と，メディアリテラ
シーについて学ぶ。

課題提出

小テスト

主体的に取り組む態度 ○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

第3章　デジタル
デジタル情報の特徴
数値と文字の表現
演算の仕組み
音の表現
画像の表現

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報機器や情報通信ネットワークなどを適切
に活用して，情報を収集，処理，表現させる

情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を
理解させる。

効果的にコミュニケーションを行う能力を
養い，情報社会に積極的に参画する態度を
育てる。

高校情報Ⅰ　Python

情報

【 知　識　及　び　技　能 】情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して，情報を収集，処理，表現させる

情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させる。

効果的にコミュニケーションを行う能力を養い，情報社会に積極的に参画する態度を育てる。

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2



○ ○

1

３
学
期

第6章　プログラミング ・アルゴリズムを理解させる。
・フローチャートの書き方、用途を理解
させる。
・変数を理解させる。
・順次構造を理解させる。
・選択構造を理解させる。
・反復構造を理解させる。
・配列を理解させる。
・線形探索を理解させる。
・二分探索を理解させる。
・プログラムを作成させる。

課題提出

小テスト

主体的に取り組む態度 8

課題提出

小テスト

主体的に取り組む態度

定期考査
○ ○

1

合計

70

6

定期考査

２
学
期

第5章　問題解決　データの処理 ・表計算ソフトのデータ形式について学ぶ。
・分析しやすいデータ形式について学ぶ。
・表計算ソフトの基本的な関数について理解す
る。
・表計算ソフトの関数を利用した統計処理実習
を行う。
・表計算ソフトの表を使った情報の視覚化につ
いて学ぶ。
・表計算ソフトを使ったグラフ化などの実習を
行う。
・グラフから情報を読み取る際のポイントにつ
いて学ぶ。
・グラフによる印象の違いや誤解のない表現に
ついて学ぶ。
・地球の温暖化についての問題の解決を図る。
・問題の明確化，情報の収集，整理・分析，解
決策の検討を行う。

課題提出

小テスト

主体的に取り組む態度

10

第5章　問題解決　シミュレーショ
ン

・統計とデータの分布について学ぶ
・共分散、標準偏差について学ぶ。
・時系列分析、回帰分析について学ぶ
・モデル化とシミュレーションについて
学ぶ
・確定的モデルについて学ぶ。
・確率的モデルについて学ぶ。
・ローンの返済額シミュレーションする
方法について学ぶ
・感染症拡大シミュレーションの方法に
ついて学ぶ。

課題提出

小テスト

主体的に取り組む態度

10


